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九十九里の未来を見つめる瞳
20年間のすべての出会いに感謝し
新しい道へと歩み出す

平成31年

九十九里町 成人式

本
日
は
、
こ
の
よ
う
に
盛
大
な
式

典
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
お

忙
し
い
中
、
ご
臨
席
賜
り
ま
し
た
大

矢
町
長
を
は
じ
め
、
ご
来
賓
の
皆
さ

ま
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
か
ら
の
お
祝

い
や
激
励
の
お
言
葉
に
心
か
ら
感
謝

い
た
し
ま
す
。

五
年
前
、
母
校
、
九
十
九
里
中
学

校
の
卒
業
式
で「
成
人
式
で
ま
た
会

お
う
」
と
話
し
て
か
ら
早
い
も
の
で

五
年
が
た
ち
、
月
日
の
流
れ
の
早
さ

を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

成
人
と
い
う
節
目
の
日
を
迎
え
自

分
自
身
、
責
任
と
自
覚
を
持
っ
て
行

動
し
、
社
会
人
と
し
て
恥
じ
な
い
人

生
を
送
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ
右

も
左
も
分
か
ら
ぬ
未
熟
者
で
す
。
人

生
の
諸
先
輩
方
に
は
、
今
後
と
も
変

わ
ら
ぬ
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

昨
年
は
、
大
阪
府
北
部
地
震
を
始

め
、
西
日
本
豪
雨
や
北
海
道
地
震
と

い
っ
た
大
き
な
災
害
が
多
発
し
た

一
年
で
し
た
。
ニ
ュ
ー
ス
で
見
た
瞬

間
、
と
て
も
胸
が
苦
し
く
な
っ
た
の

と
同
時
に
、
改
め
て
一
人
ひ
と
り
の

繋
が
り
の
大
切
さ
や
協
力
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
私
た
ち
は
社

会
に
出
て
、
た
く
さ
ん
の
壁
に
直
面

し
、
く
じ
け
そ
う
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
時
は
、
こ
こ
に
い
る
仲
間

と
協
力
し
合
い
な
が
ら
乗
り
越
え
て

い
き
ま
す
。

私
た
ち
新
成
人
は
故
郷
へ
の
思
い

を
胸
に
、
九
十
九
里
浜
の
よ
う
な
広

い
心
を
持
ち
、
堂
々
と
し
た
大
人
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

自
分
の
夢
や
目
標
を
叶
え
て
い
く
こ

と
を
誓
い
ま
す
。

結
び
に
、
今
日
ま
で
温
か
く
見

守
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
地
域
の

方
々
、
各
幼
稚
園
、
保
育
所
、
小
学

校
、
中
学
校
で
お
世
話
に
な
っ
た
皆

さ
ま
に
、
本
日
成
人
の
仲
間
入
り
を

す
る
こ
と
を
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
そ
し
て
二
十
年
間
、
た
く

さ
ん
の
愛
情
を
注
い
で
く
れ
た
家
族

と
、
共
に
育
ち
支
え
合
っ
た
友
人
に

心
か
ら
感
謝
し
、
簡
単
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
誓
い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

１
月
13
日
、
平
成
31
年
の
九
十
九

里
町
成
人
式
が
町
中
央
公
民
館
講
堂

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
で
今
年
成
人
を
迎
え
た
１
６
９

人
の
う
ち
、
こ
の
日
集
ま
っ
た
新
成

人
は
１
３
０
人（
男
性
66
人
、
女
性

64
人
）。
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
友
人

や
恩
師
と
の
再
会
を
喜
ぶ
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
大
矢
町
長
の
式
辞
に

続
き
、
町
議
会
の
浅
岡
議
長
や
恩
師

代
表
の
尾
崎
先
生
か
ら
の
祝
辞
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
に
は
、
中
学
校
の
恩

師
か
ら
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
や
当
時
の

思
い
出
の
写
真
を
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー

に
し
て
披
露
さ
れ
、
会
場
か
ら
は
懐

か
し
い
写
真
や
先
生
た
ち
の
顔
に
、

笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

新
成
人
の
ま
な
ざ
し
は
夢
、
希
望
、

未
来
を
見
据
え
て
輝
い
て
見
え
ま
し

た
。

新
成
人
該
当
者　
１
６
９
人

男
性　
82
人

女
性　
87
人

（
平
成
10
年
４
月
２
日
生
～

�

平
成
11
年
４
月
１
日
生
）

夢
へ
と
向
か
い

自
分
の
足
で 

歩
き
出
す

決
意
を
新
た
に 

大
人
と
し
て
歩
ん
で
い
く

は
た
ち
の
誓
い

成
人
式
実
行
委
員

新
成
人
代
表

埴
谷
　
大
典

「
九
十
九
里
浜
の
よ
う
な
広
い
心
を
持
ち 

堂
々
と
し
た

�

大
人
に
な
り
た
い 

そ
し
て
自
分
の
夢
や
目
標
を
叶
え
て
い
く
」

二十歳の皆さん、 おめでとう！

20th
Anniversary



成
人
式
実
行
委
員

埴
谷　

大
典

齊
藤　

佳
祐

浅
岡　
　

駿

松
本　

美
羽

丸
山　
　

楓

シ
ィ
ー
ジ
ャ
ン
ク　

健
太

網
代　

直
騎

遠
藤　

千
尋

鈴
木　

七
海

高
木　

将
吾

佐
久
間　

結
衣

殿
園　

七
海

齊
藤　

大
地

小
松　

海
心

九十九里の未来を担う
若者たち
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平
成
㉚
年
分
所
得
税
と
平
成
㉛
年

度
住
民
税
の
申
告
相
談
・
受
付
が
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
会
場
に

始
ま
り
ま
す
。

申
告
相
談
は
、
開
始
直
後
や
終
了

間
際
は
非
常
に
混
み
合
い
ま
す
。
落

ち
着
い
て
相
談
で
き
な
い
場
合
や
、

待
ち
時
間
が
長
く
な
る
な
ど
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
開
始
直
後
や
終
了

間
際
は
避
け
、
余
裕
を
も
っ
て
申
告

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■

町
の
申
告
会
場
で

■

受
け
ら
れ
る
申
告

・
住
民
税
申
告（
町
県
民
税
申
告
）

・�

確
定
申
告
の
う
ち
次
の
申
告

①�

給
与
所
得
・
年
金
収
入
な
ど
の
雑

所
得
・
一
時
所
得
の
方
の
確
定
申

告
、
こ
れ
ら
の
方
の
医
療
費
控
除

な
ど
簡
易
な
確
定
申
告

②�

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
確
定

申
告（
初
年
度
を
除
く
）

③�

事
業（
営
業
や
農
業
）・
不
動
産

所
得
の
あ
る
方
の
確
定
申
告（
収

入
や
必
要
経
費
な
ど
１
年
間
分
計

算
済
み
の
も
の
）

※�

①
～
③
の
申
告
で
あ
っ
て
も
内
容

に
よ
り
受
け
付
け
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■

町
の
申
告
会
場
で

■

受
け
ら
れ
な
い
申
告

・
青
色
申
告

・
過
年
分
の
確
定
申
告

・
雑
損
控
除
の
あ
る
方
の
確
定
申
告

・�

譲
渡
所
得（
土
地
や
建
物
の
売
却
、

株
式
な
ど
の
譲
渡
）や
配
当
所
得
の

あ
る
方
の
確
定
申
告

・�

消
費
税
・
贈
与
税
・
相
続
税
の
申

告
■

申
告
を
し
な
い
と

■

ど
う
な
る
？

こ
の
申
告
は
、
住
民
税
や
所
得
税

な
ど
の
税
金
を
算
出
す
る
基
礎
と
な

る
だ
け
で
な
く
、い
ろ
い
ろ
な
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
う
え
で
も
必
要
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料
の
算
定

や
、
児
童
手
当
、こ
ど
も
医
療
費
助
成

な
ど
の
申
請
に
申
告
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
ほ
か
、
申
告
を
し
て
い
な
い
と

税
証
明
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

税
務
署
や
町
か
ら
申
告
書
が
届
い

て
い
な
い
方
、
収
入
の
な
い
方
で
も
申

告
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、30
年
中
の
状
況
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

■

申
告
書
は
郵
送
で

■

提
出
で
き
ま
す

■
申
告
書
は
郵
送
で
も

�

受
け
付
け
し
て
い
ま
す

郵
送
提
出
の
際
は
、
申
告
書
の
記

入
漏
れ
、
印
か
ん
の
押
し
忘
れ
、
源
泉

徴
収
票
や
各
種
控
除
証
明
書
・
医
療

費
控
除
の
明
細
書（
１
年
間
分
を
集

計
し
た
も
の
）な
ど
の
添
付
書
類
漏
れ

が
な
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

添
付
漏
れ
の
場
合
、
控
除
な
ど
が

適
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
確
定
申
告
書
の
郵
送
先
】

〒
２
８
３
︱
８
５
８
５

東
金
市
東
新
宿
１
丁
目
１
番
12
号

東
金
税
務
署 

宛

【
住
民
税
申
告
書
の
郵
送
先
】

〒
２
８
３
︱
０
１
９
５

九
十
九
里
町
片
貝
４
０
９
９
番
地

九
十
九
里
町
税
務
課
課
税
係 

宛

■
住
民
税
申
告
書
の

�

控
え（
写
し
）が
必
要
な
場
合

メ
モ
用
紙
な
ど
に
申
告
書
の
控
え

（
写
し
）が
必
要
な
旨
を
記
載
し
、
返

信
用
封
筒（
切
手
貼
付
、
送
付
先
記

入
）を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

■

所
得
税
の
申
告
が

■

必
要
な
方

・�

営
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得
な
ど

の
各
種
所
得
金
額
の
合
計
が
所
得

控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
方

・�

土
地
や
建
物
な
ど
の
不
動
産
、
株

式
な
ど
の
資
産
を
譲
渡
し
た
方

・�

給
与
収
入
が
２
，０
０
０
万
円
を
超

え
る
方

・�

給
与
所
得
が
あ
る
方
で
、
給
与
以

外
の
所
得
が
20
万
円
を
超
え
る
方

・�

給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受
け
て

い
る
方

・�

年
金
収
入
が
４
０
０
万
円
を
超
え

る
方

・�

年
金
に
係
る
雑
所
得
が
あ
る
方

で
、
年
金
以
外
の
所
得
が
20
万
円

を
超
え
る
方

・�

年
の
途
中
で
退
職
し
、
年
末
調
整

を
受
け
な
か
っ
た
方

■

申
告
書
の
作
成
は

■

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　

確
定
申
告
書
の
作
成
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://www.nta.go.jp

）�

の「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

か
ら
も
作
成
で
き
ま
す
。
作
成
し
た

申
告
書
は
、ｅ－Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る

と
そ
の
ま
ま
送
信（
提
出
）
も
で
き

ま
す
。ｅ－Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
に
は
所
定

の
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

■

住
民
税
の
申
告
が

■

必
要
な
方

平
成
31
年
１
月
１
日
現
在
、
九
十
九

里
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方

・�

自
営
業
・
農
業
・
不
動
産
収
入
の

あ
る
方
で
、
確
定
申
告
の
必
要
が

な
い
方

・�

給
与
所
得
が
あ
り
、
会
社
か
ら
給

与
支
払
報
告
書
が
町
に
提
出
さ
れ

て
い
な
い
方（
勤
務
先
に
提
出
の

有
無
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）

・�

給
与
所
得
が
あ
り
、
そ
の
他
の
所

得
が
20
万
円
以
下
の
方
、
公
的
年

金
な
ど
の
収
入
金
額
が
４
０
０
万

円
以
下
で
、
か
つ
、
20
万
円
以
下
の

公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得
以

外
の
所
得
の
あ
る
方

・�

収
入
が
な
か
っ
た
方
で
、
同
居
の

家
族
の
扶
養
に
な
っ
て
い
な
い
方

※�

確
定
申
告
が
済
ん
で
い
る
方
は
、

住
民
税
申
告
は
不
要
で
す
。

※�

収
入
が
な
か
っ
た
方
で
も
住
民
税
の

申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■

申
告
書
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

■

の
記
載
が
必
要
で
す

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
伴

い
、
申
告
手
続
き
な
ど
に「
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
記
載
」
と「
本
人
確
認
書

類
の
提
示
ま
た
は
写
し
の
添
付
」
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

「確定申告・住民税申告」
2月18日（月）～3月15日（金）は申告・相談受付期間（土・日を除く）

月　　日 受付場所 受付時間

2月18日(月)～28日(木) 保健福祉センター 【午前の部】
午前9時～11時
【午後の部】
午後1時～ 4時

3月 1日(金) つくも学遊館

3月 4日(月)～15日(金) 保健福祉センター

申告に必要なもの
■印かん、筆記用具、計算機
■�給与や年金の源泉徴収票の原本（コピー不
可）
■�事業所得者（農業・不動産含む）は、収入・
必要経費が分かる書類（あらかじめ1年間
分を集計したもの）
■�生命保険料・地震保険料・国民年金保険
料などの控除証明書や社会保険料の納付
額が確認できるもの
■�医療費控除を受ける方は、医療費控除の
明細書（1年分を集計したもの）
■�障害者控除やその他所得控除がある方は、
その内容や所得控除の金額を証する書類
など
■�還付金の口座振込を希望する方は、申告
者本人名義の金融機関名・口座番号が分
かるもの
■�マイナンバーカード（個人番号カード）ま
たは、通知カードと運転免許証など写真
付身分証明書
※�扶養親族などの個人番号は申告者の方が
確認してください。

●所得税に関する問い合わせ　東金税務署　　　☎52-3121
●住民税に関する問い合わせ　町税務課課税係　☎70-3142

※3月1日（金）は「つくも学遊館」のみの受け付けです。

【税務署の申告相談・作成会場】
会　　場　東金商工会館1階（東金市東岩崎1－5）
開設期間　2月18日（月）～3月15日（金）土・日を除く
受付時間　午前8時30分～午後4時まで
相談開始　午前9時
駐 車 場　タイムズ東金駅前第3駐車場（無料）
※署庁舎での相談は行いません。
※�身障者用駐車スペースを申告書作成会場正面入口および税務署
に設置しています。
問い合わせ　東金税務署 ☎52-3121

タイムズ東金駅前
第3駐車場はコチラ

県道 東金源線

東金駅

図書館 東金市役所

東金中央公園

東金税務署

東金郵便局

←至大網 至成東→国道126号

サンピア

東金中央公民館

山武合同庁舎

作成会場

身障者用駐車スペース

身障者用駐車スペース

商工
会館
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8

お
ら
知せ

問い合わせ
東千葉メディカルセンター

　☎50ｰ1199
http://www.tkmedical.jpHP

糖
尿
病
教
室 

と
き　

毎
月
１
回
開
催
、午
後
２
時
～

と�

こ
ろ　

東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー 

２
階 

講
堂

費
用　

無
料

内
容

・�

２
月
１
日（
金
）、
糖
尿
病
と
薬
に

つ
い
て（
注
射
薬
）、
運
動
を
行
う

た
め
の
大
切
な
こ
と
―
運
動
を
続

け
る
た
め
の
コ
ツ
―

・�

３
月
８
日（
金
）、肥
満
と
糖
尿
病
、

料
理
が
苦
手
で
も
簡
単
食
事
療
法

申
込
み　

不
要
、
直
接
会
場
へ

産
婦
人
科
病
棟
見
学
会 

と�

き　

４
月
６
日（
土
）
午
後
２
時

～
３
時

と�

こ
ろ　

東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー

費
用　

無
料

内�

容　

施
設
見
学
や
入
院
中
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
説
明

申
込
み　

当
日
、
総
合
案
内
に
て

市
民
公
開
講
座 

と
き　

２
月
13
日（
水
）午
後
３
時
～

と�

こ
ろ　

東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー 

２
階 

講
堂

講
師　

整
形
外
科

�

副
部
長　

中
嶋 

隆
行

演�

題　
「
ひ
ざ
痛
、
股
関
節
痛
を
治
し

て
地
域
活
性
～
病
診
連
携
に
よ
る

地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
～
」

費
用　

無
料

申
込
み　

不
要
、直
接
会
場
へ

　

山
武
市
蓮
沼
を
会
場
に
、
山
武
郡

市
内
の
３
市
３
町
の
代
表
選
手
に
よ

る
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
皆

さ
ま
の
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
き　

２
月
11
日
（
月
・
祝
）

　

午
前
９
時
30
分
ス
タ
ー
ト

と�

こ
ろ　

山
武
市
蓮
沼
ス
ポ
ー
ツ
プ

ラ
ザ
周
辺
コ
ー
ス

問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
係

　

☎
70-

３
１
９
３

と
き　

３
月
12
日（
火
）午
後
７
時
～

と
こ
ろ　

町
中
央
公
民
館

費
用　

３
，０
０
０
円
（
１
チ
ー
ム
）

申�

込
み　

費
用
を
添
え
て
、
３
月
12

日
（
火
）
の
抽
選
会
ま
で
に
教
育

委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
係
へ

※�

男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

■
大
会
日
程　

３
月
24
日
（
日
）

　

豊
海
小
学
校
体
育
館

問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
係

　

☎
70-

３
１
９
３

◆
募
集
戸
数

・
片
貝
東
団
地　

１
戸

　
（
田
中
荒
生
１
５
９
４
番
地
47
）

・
粟
生
団
地　

１
戸

　
（
粟
生
２
３
５
９
番
地
１
５
７
）

◆
募
集
期
間

　

２
月
６
日
（
水
）
～
20
日
（
水
）

※
土
日
・
祝
日
を
除
く

◆
入
居
予
定

　

平
成
31
年
４
月

問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
づ
く
り
課
管
理
係

　

☎
70-

３
１
５
６

　

浄
化
槽
は
私
た
ち
の
生
活
か
ら
出

る
家
庭
排
水
を
浄
化
す
る
設
備
と
し

て
、
水
環
境
の
保
全
に
大
き
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

浄
化
槽
が
正
常
に
機
能
し
、
放
流

水
の
適
正
な
水
質
が
確
保
さ
れ
て
い

る
か
を
確
認
す
る
た
め
、
浄
化
槽
法

で
は
設
置
後
お
よ
び
毎
年
１
回
の
法

定
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

指
定
検
査
機
関
か
ら
の
案
内
に
従

い
、
必
ず
法
定
検
査
を
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
案
内
が
届
か
な
い
場
合

は
、
指
定
検
査
機
関
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
指
定
検
査
機
関

　

千
葉
県
浄
化
槽
検
査
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
４
３-

２
４
６-

６
２
８
３

問
い
合
わ
せ

　

千
葉
県
環
境
生
活
部
水
質
保
全
課

　

☎
０
４
３-

２
２
３-

３
８
１
３

　

４
月
か
ら
９
月
（
上
半
期
）
ま
で
、

町
内
の
小
・
中
学
校
の
体
育
館
や
屋

外
運
動
場
の
利
用
を
希
望
す
る
団
体

の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
し
ま
す
。

受�

付
期
間　

２
月
12
日
（
火
）
～
３

月
８
日
（
金
）

提�
出
書
類　

開
放
校
利
用
登
録
申
請

書
・
学
校
体
育
施
設
使
用
許
可
申

請
書
・
会
員
名
簿

問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
係

　

☎
70-

３
１
９
３

　

経
済
的
な
理
由
で
お
困
り
の
家
庭

に
対
し
て
、
学
校
で
必
要
な
教
育
費

の
一
部
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

※�

所
得
に
よ
っ
て
は
援
助
の
対
象
と

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
就
学
援
助
の
対
象

　

�

町
内
に
住
所
を
有
し
、
町
内
の

小
・
中
学
校
に
在
学
ま
た
は
就
学

を
予
定
し
て
い
る
児
童
・
生
徒
の

保
護
者
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方

・
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

・�

同
居
し
て
い
る
家
族
の
前
年
の
合

計
所
得
額
が
、
教
育
委
員
会
の
定

め
る
基
準
額
以
下
で
あ
る
世
帯

・�

そ
の
他
、
教
育
委
員
会
が
援
助
を

必
要
と
認
め
た
方

◆
申
請
方
法

　

�

教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育
係

ま
た
は
各
学
校
に
あ
る
申
請
用
紙

に
記
入
し
、
次
の
書
類
と
と
も
に

学
校
教
育
係
ま
た
は
通
学
し
て
い

る
学
校
へ
提
出

①�

収
入
状
況
を
証
明
す
る
書
類
（
前

年
の
源
泉
徴
収
票
や
確
定
申
告
の

控
え
な
ど
）

※�

同
居
し
て
い
る
家
族
で
収
入
が
あ

る
方
全
員
分
が
必
要
で
す
。

②�

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
は
、
そ
の

証
書
の
写
し

③�
年
金
受
給
者
は
、そ
の
証
書
の
写
し

④�

そ
の
他
、
家
庭
の
状
況
に
応
じ
て

必
要
な
書
類

問い合わせ

九十九里中学校 ☎76-4001

豊海小学校 ☎76-3044

片貝小学校 ☎76-2100

九十九里小学校 ☎76-2071

教育委員会事務局学校教育係 ☎70-3191

子どもの学びを支えるセーフティネット

山
武
郡
市
民
駅
伝

競
走
大
会

町
一
般
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
抽
選
会

催込
開申

町
営
住
宅
入
居
者

浄
化
槽
の
法
定
検
査

学
校
体
育
施
設
利
用

集

境

込
募

環

申

援
助

就
学
援
助
制
度

東千葉メディカルセンター長コラム第 18 回

院内の掲示物と取り組みについて
� 理事長　増田　政久

今病院には医療法などによって、実にさまざまな掲示
物の院内掲示義務が課せられています。それぞれの法令
や義務の詳細については多岐にわたるので、ここで全て
を掲載することはできませんが、例をあげると管理者の
氏名であったり、施設基準によるものであったり、ＤＰＣ
病院に関するものであったりします。
こういった掲示義務を怠っていた場合、保健所の立ち
入り検査や、厚生局による適時調査によって、チェック
対象とされ、改善を求められる場合があります。
こういった掲示物の掲示は当然、順守されるべきことな
がら、実際には病院の限られた掲示面積の中でこれらをど
う分かりやすく、効率的に掲示するか悩ましいところです。
また、実際にはこういった掲示義務があるものの他に

も、来院者や患者さんに対する各種の案内や行事の周
知、今の季節ですとインフルエンザ関係の呼びかけなど、
病院から発信する情報も多くあり、それらも当然なるべ
く分かりやすい場所へ掲示を行なわねばなりません。
今までさまざまな病院が、いかに分かりやすく周知活

動を行なうか試行錯誤を繰り返してきました。

その中で当センターでは、掲示物を整理する取り組み
の一環として、昨年の秋からデジタルサイネージの運用
を始めました。これは従来の掲示板に代わる、大型のモ
ニターに各種の掲示物を表示するものです。
最近来院された方はご覧になったかと思いますが、現
在は正面玄関を入ってすぐのスペースに3台、総合受付
前の待合スペース横に3台を、それぞれ従来の掲示板
と置き換える形で設置しました。その他に総合案内と、2
階のエスカレーター登り口に1台ずつ、移動式の小型の
ものを設置しています。
これらには先程お話しした掲示義務のあるものにはじ
まり、その他にも病院からのお知らせや各種行事予定、
外来予定表といった診療に関する事などを20秒間隔で
切り替えながら表示しています。
印刷物での掲示に比べ、明るく、文字が大きく分かり
やすく、内容も統一された
表示形式ですので情報を
読み取りやすいのが特徴
です。
明るく見やすいデジタ
ルサイネージ、ご来院の際
にはぜひ注目してみてく
ださい。
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議　会　報　告議　会　報　告

委
員
の
選
任
・
推
薦

・
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
議
会
の

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

任
期
満
了
に
伴
う
小
川
卓
尓
氏
の

再
任
に
つ
い
て
同
意
を
得
ま
し
た
。

・
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
議

会
の
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
任
期
満
了
に
伴
う
橋
本
重

夫
氏
の
再
任
に
つ
い
て
適
任
と
認

め
ら
れ
ま
し
た
。

条
例
の
制
定

・
い
わ
し
の
交
流
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

そ
の
周
辺
施
設
の
整
備
、
有
効

活
用
お
よ
び
魅
力
増
進
の
た
め
に

必
要
な
経
費
の
財
源
に
充
て
る
た

め
、「
い
わ
し
の
交
流
セ
ン
タ
ー

及
び
周
辺
施
設
整
備
基
金
条
例
」

を
制
定
し
ま
し
た
。

条
例
の
一
部
改
正

・
千
葉
県
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

等
助
成
事
業
実
施
要
領
の
一
部
改

正
に
伴
い
、「
九
十
九
里
町
ひ
と
り

親
家
庭
等
医
療
費
等
の
助
成
に
関

す
る
条
例
」
の
一
部
を
改
正
し
ま

し
た
。

・
議
会
議
員
の
定
数
削
減
に
伴
い
、

「
九
十
九
里
町
議
会
の
議
員
の
定

数
を
定
め
る
条
例
」
の
一
部
を
改

正
し
ま
し
た
。

・
費
用
弁
償
の
廃
止
に
伴
い
、「
九
十

九
里
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等

に
関
す
る
条
例
」
の
一
部
を
改
正

し
ま
し
た
。

総
務
行
政

◆
防
災
対
策
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て�

（
谷
川
優
子
議
員
）

問
災
害
弱
者
の
対
応
に
つ
い
て
答
日

頃
か
ら
災
害
に
対
す
る
心
構
え
や
備

え
が
必
要
で
あ
り
、
災
害
発
生
時
に

は
地
域
に
お
け
る
共
助
の
支
援
体
制

を
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た

め
「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」
に

よ
り
避
難
す
る
際
に
支
援
が
必
要
な

方
の
把
握
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

問
自
主
防
災
組
織
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
答
平
成
28
年
度
か
ら
自
治
区

単
位
で
の
自
主
防
災
組
織
の
結
成
に

取
り
組
み
、
資
機
材
な
ど
の
整
備
に

対
す
る
補
助
制
度
を
創
設
し
、
結
成

へ
の
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

問
自
主
防
災
組
織
の
周
知
に
つ
い
て

答
地
域
一
体
の
防
災
活
動
を
目
指
し

自
治
区
単
位
で
の
結
成
を
推
進
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
自
治
区
長
を
通
じ

結
成
を
依
頼
し
、
広
報
紙
を
活
用
し

住
民
へ
周
知
し
て
お
り
ま
す
。

問
学
校
で
の
防
災
教
育
と
防
災
訓
練

に
つ
い
て
答
防
災
教
育
に
つ
い
て
は
、

「
学
校
に
お
け
る
地
震
防
災
活
動
マ�

ニ
ュ
ア
ル
」
に
沿
っ
て
進
め
ら
れ
て�

お
り
ま
す
。
避
難
訓
練
に
つ
い
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
を
想
定
し
、
よ
り�

安
全
な
避
難
判
断
が
で
き
る
よ
う
学�

校
ご
と
に
毎
年
行
っ
て
お
り
ま
す
。

問
家
具
転
倒
防
止
措
置
へ
の
助
成
に

つ
い
て
答
家
具
転
倒
防
止
器
具
の
設

置
は
、
各
家
庭
に
お
い
て
対
処
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
助
成

に
つ
い
て
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

問
避
難
公
園
な
ど
（
築
山
）
の
設
置

に
つ
い
て
答
津
波
避
難
に
際
し
て
は
、�

海
岸
や
河
川
か
ら
離
れ
た
場
所
ま
で

迅
速
に
避
難
す
る
こ
と
を
基
本
原
則

と
し
て
お
り
、
逃
げ
遅
れ
た
人
の
避�

難
場
所
と
し
て
津
波
避
難
タ
ワ
ー
お

よ
び
津
波
避
難
ビ
ル
の
活
用
を
図
っ�

て
い
る
た
め
、
築
山
の
整
備
に
つ
い�

て
は
今
後
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
つ
い
て

�

（
善
塔
道
代
議
員
）

問
光
触
媒
超
親
水
性
ハ
イ
ド
ロ
ク

リ
ー
ン
ミ
ラ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
答

従
来
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
よ
り
も
曇
り

に
く
い
鏡
面
処
理
が
施
さ
れ
視
認
性

の
確
保
を
図
れ
る
製
品
と
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
既
存
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

と
比
較
す
る
と
設
置
費
用
が
割
高
に

な
る
た
め
、
費
用
対
効
果
を
見
極
め

な
が
ら
導
入
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

◆
地
区
防
災
の
現
状
と
取
り
組
み
に

つ
い
て�

（
荒
木
か
す
み
議
員
）

問
自
主
防
災
組
織
設
立
の
啓
蒙
活
動

に
つ
い
て
答
自
治
区
連
絡
協
議
会
の

総
会
時
に
自
主
防
災
組
織
の
設
立
に

つ
い
て
説
明
し
、
結
成
の
依
頼
を
し

て
お
り
ま
す
。
特
に
海
岸
線
に
あ
る

自
治
区
に
つ
い
て
は
個
別
に
依
頼
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問
自
主
防
災
組
織
の
備
蓄
品
の
選
定

と
保
管
に
つ
い
て
答
結
成
さ
れ
た
自

主
防
災
組
織
に
対
し
50
万
円
を
限
度

と
し
た
資
機
材
な
ど
の
整
備
に
対
す

る
補
助
制
度
を
創
設
し
て
お
り
、
各

組
織
が
活
動
に
合
わ
せ
た
資
機
材
な

ど
を
選
定
し
、
管
理
保
管
も
各
組
織

に
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

企
画
財
政
行
政

◆
財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み

方
針
に
つ
い
て�

（
髙
木
輝
一
議
員
）

問
実
質
赤
字
比
率
・
経
常
収
支
比
率

の
考
え
方
に
つ
い
て
答
実
質
赤
字
比

率
は
、
普
通
会
計
（
一
般
会
計
・
給
食

事
業
特
別
会
計
・
病
院
事
業
特
別
会

計
）
に
お
け
る
標
準
財
政
規
模
に
対

す
る
実
質
収
支
の
割
合
を
示
す
比
率

と
な
り
ま
す
。
経
常
収
支
比
率
は
、

人
件
費
な
ど
の
経
常
的
な
経
費
に
地

方
交
付
税
な
ど
の
経
常
的
な
収
入
が

ど
の
程
度
充
当
さ
れ
て
い
る
か
を
示�

す
比
率
と
な
り
ま
す
。
平
成
29
年
度

決
算
で
は
実
質
赤
字
比
率
は
黒
字
と

な
り
、
経
常
収
支
比
率
も
平
成
28
年

年
度
よ
り
３
・
３
％
改
善
し
て
お
り
ま

す
が
、
引
き
続
き
経
費
の
抑
制
お
よ

び
収
入
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

問
今
後
10
年
間
に
お
け
る
取
り
組
み

方
針
に
つ
い
て
答
職
員
一
人
ひ
と
り

が
本
町
の
置
か
れ
て
い
る
厳
し
い
財

政
状
況
を
正
し
く
認
識
し
、
費
用
対

効
果
の
検
証
に
よ
っ
て
事
務
の
効
率

化
を
図
る
と
と
も
に
規
定
経
費
の
不

断
の
見
直
し
な
ど
に
よ
り
、
経
費
の

抑
制
を
継
続
的
に
図
っ
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◆
発
注
工
事
に
お
け
る
現
状
と
課
題

に
つ
い
て�

（
髙
木
輝
一
議
員
）

問
か
た
か
い
こ
ど
も
園
増
改
修
工
事

に
つ
い
て
答
実
施
設
計
業
務
委
託
は

株
式
会
社
榎
本
建
築
設
計
事
務
所
が

落
札
し
、
落
札
率
99
・
２
％
、
工
事

は
浅
岡
建
設
株
式
会
社
が
落
札
し
、

落
札
率
98
・
９
％
と
な
り
ま
し
た
。

問
ガ
ス
ホ
ル
ダ
ー
開
放
検
査
工
事
に

つ
い
て
答
予
定
価
格
に
つ
い
て
は
、

県
の
労
務
単
価
、
資
材
単
価
な
ど
を

も
と
に
ガ
ス
課
で
実
施
設
計
し
、
算

出
し
て
お
り
ま
す
。
工
事
は
関
東
建

設
株
式
会
社
が
落
札
し
、
落
札
率
85
・

２
％
と
な
り
ま
し
た
。

問
防
災
行
政
無
線
整
備
工
事
に
つ
い

て
答
実
施
設
計
業
務
委
託
は
日
本
栄

伸
シ
ス
テ
ム
設
計
株
式
会
社
が
落
札

し
、
工
事
は
三
信
電
気
株
式
会
社
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
営
業
本
部
が
落
札
し�

ま
し
た
。
落
札
率
に
つ
い
て
は
、
平�

成
29
年
度
入
札
分
か
ら
公
表
し
て
い�

る
た
め
、
平
成
28
年
度
以
前
の
防
災�

行
政
無
線
整
備
工
事
に
つ
い
て
は
、�

公
表
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

◆
長
期
的
ビ
ジ
ョ
ン
に
立
っ
た
財
政

改
革
に
つ
い
て�

（
鑓
田
貴
俊
議
員
）

問
将
来
人
口
推
計
に
基
づ
く
今
後
10

年
間
の
財
政
収
支
見
通
し
に
つ
い
て

答
本
町
の
財
政
構
造
は
、
地
方
交
付

税
な
ど
の
依
存
財
源
が
歳
入
総
額
の

約
６
割
を
占
め
、
自
主
財
源
が
４
割

に
と
ど
ま
る
一
方
、
扶
助
費
な
ど
の

経
常
支
出
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
公

共
施
設
の
除
却
対
応
や
学
校
施
設
へ

の
空
調
設
備
設
置
な
ど
、
新
た
な
財

政
需
要
が
顕
在
化
し
て
お
り
ま
す
。

現
状
分
析
に
基
づ
い
た
中
長
期
的
な

見
通
し
の
下
に
計
画
的
な
財
政
運
営

を
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、
財
政
収

支
見
通
し
を
試
算
し
、
強
固
な
財
政

基
盤
の
構
築
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
今
後
重
点
的
に
実
施
し
て
い
く
基

盤
づ
く
り
に
つ
い
て
答
道
路
網
の
整

備
が
進
展
す
る
中
、
こ
の
人
の
流
れ
を

受
け
止
め
る
た
め
に
は
観
光
を
軸
と

し
た
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
り
、
環

境
の
変
化
や
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
よ
っ
て

生
ま
れ
る
「
人
の
流
れ
」
を
広
域
的
視

点
と
戦
略
的
思
考
に
基
づ
き
分
析

し
、
本
町
の
特
性
を
生
か
し
た
施
策

を
展
開
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

問
将
来
的
な
展
望
に
立
ち
、
専
門
部

署
を
設
け
る
考
え
に
つ
い
て
答
さ
ま

ざ
ま
な
行
政
需
要
に
対
応
す
る
に
は
、�

今
ま
で
以
上
に
企
画
立
案
、
政
策
決

定
、
総
合
調
整
機
能
の
強
化
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
時
代
の
情
勢
に

合
っ
た
企
画
政
策
、
総
合
調
整
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
部
署
の
検
討
が
必

要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◆
旧
豊
海
保
育
所
の
利
用
計
画
に
つ

い
て�

（
細
田
一
男
議
員
）

問
進
捗
状
況
に
つ
い
て
答
地
域
経
済

の
活
性
化
に
向
け
民
間
活
力
の
活
用

を
図
る
た
め
、
平
成
30
年
10
月
１
日

か
ら
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
る
利

活
用
事
業
者
の
公
募
を
行
っ
た
結

果
、
２
事
業
者
か
ら
参
加
申
請
が
あ

り
、
12
月
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

税
務
行
政

◆
税
の
徴
収
率
改
善
策
に
つ
い
て

�

（
鑓
田
貴
俊
議
員
）

問
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
に
つ
い

て
答
徴
収
業
務
の
経
験
豊
富
な
任
期

付
職
員
を
配
置
し
、
町
職
員
の
滞
納

整
理
に
関
す
る
知
識
習
得
に
努
め
、

差
し
押
さ
え
な
ど
の
滞
納
処
分
強
化

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

問
執
行
停
止
の
認
定
方
法
・
時
期
に

つ
い
て
答
認
定
に
つ
い
て
は
、
財
産

調
査
・
実
態
調
査
の
内
容
を
基
に
執

行
停
止
の
要
件
に
該
当
す
る
か
を
判

断
し
、随
時
、決
定
し
て
お
り
ま
す
。

住
民
行
政

◆
健
康
増
進
に
つ
い
て

�

（
善
塔
道
代
議
員
）

問
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
に
つ
い
て
答
こ

の
制
度
は
各
種
健
診
の
受
診
や
自
主

的
な
健
康
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
に�

ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
、
商
品
な
ど�

と
交
換
で
き
る
も
の
で
、
楽
し
み
な�

が
ら
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
と

と
も
に
医
療
費
の
削
減
や
商
品
な
ど

の
工
夫
に
よ
り
町
の
活
性
化
も
期
待

で
き
る
こ
と
か
ら
、
取
り
組
み
に
つ�

い
て
積
極
的
に
検
討
し
て
い
る
と
こ�

ろ
で
す
。

問
短
期
人
間
ド
ッ
ク
補
助
金
の
拡
大

に
つ
い
て
答
町
で
は
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
35
歳
以
上
の
被
保

険
者
が
受
診
す
る
場
合
、
一
律
３
万

円
を
助
成
し
て
お
り
ま
す
。
補
助
金

の
拡
大
を
契
機
に
受
診
項
目
を
増
や

そ
う
と
す
る
受
診
者
が
増
え
る
要
因

に
も
な
る
た
め
、
検
査
内
容
や
実
施

方
法
を
精
査
の
上
、
引
き
続
き
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）
予

防
に
つ
い
て
答
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）

と
は
加
齢
に
伴
う
筋
力
や
認
知
機
能

の
低
下
に
よ
り
生
活
機
能
障
害
な
ど

の
危
険
性
が
高
く
な
る
状
態
で
す

が
、
食
事
療
法
や
運
動
療
法
に
よ
り

改
善
で
き
る
状
態
で
も
あ
る
と
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
運
動
機
能
の
向
上
や

栄
養
改
善
な
ど
を
目
的
と
し
た
体
操

教
室
を
実
施
し
、
予
防
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

◆
窓
口
業
務
に
つ
い
て

�

（
荒
木
か
す
み
議
員
）

問
各
種
手
続
き
の
際
の
手
順
の
明
確

化
に
つ
い
て
答
必
要
な
手
続
き
に
つ

第
４
回　
12
月
議
会
定
例
会　
会
期　
12
月
５
日
～
７
日

本定例会では、議案 10 件・諮問１件の審議と７議員からの一般質問が行われました。
提出された議案は原案のとおり可決・同意されました。概要をお知らせします。
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い
て
は
口
頭
で
の
説
明
や
関
係
各
課

へ
の
案
内
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の

配
布
に
よ
り
対
応
し
て
お
り
ま
す
が
、�

引
き
続
き
、
分
か
り
や
す
い
説
明
、�

親
切
丁
寧
な
対
応
を
心
掛
け
、
ス
ム�

ー
ズ
な
受
付
対
応
に
つ
い
て
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

健
康
福
祉
行
政

◆
東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て

�

（
髙
木
輝
一
議
員
）

問
診
療
科
ご
と
の
収
支
状
況
な
ど
の

デ
ー
タ
開
示
に
つ
い
て
答
現
状
で

は
、
医
師
や
看
護
師
な
ど
の
職
員
の

給
与
や
診
療
に
係
る
材
料
費
、
さ
ら

に
は
手
術
や
検
査
に
係
る
費
用
の
割

り
振
り
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
収
益
デ
ー
タ
の
み
報
告
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

問
債
務
超
過
額
▲
30
億
８
，
９
９
６

万
円
の
解
消
策
と
資
本
金
９
，
５
２

３
万
円
の
充
実
策
に
つ
い
て
答
現
状

で
は
、
資
金
収
支
の
均
衡
が
確
保
さ

れ
て
い
な
い
た
め
資
金
シ
ョ
ー
ト
し

な
い
こ
と
が
当
面
の
課
題
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
現
在
、
県
と
協
議
を
進

め
て
い
る
追
加
財
政
支
援
に
よ
り
、

資
金
収
支
が
均
衡
し
経
営
の
安
定
が

見
込
ま
れ
、
債
務
超
過
の
解
消
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
資
本

金
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
資
金
収
支

の
均
衡
が
達
成
し
た
状
況
に
お
い

て
、改
め
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
が
ん
対
策
に
つ
い
て

�

（
善
塔
道
代
議
員
）

問
乳
幼
児
健
診
に
よ
る
小
児
が
ん
の

早
期
発
見
に
つ
い
て
答
現
段
階
で
は

国
に
お
い
て
検
診
体
制
の
構
築
が
図

ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
町
の
乳
幼
児

健
診
に
も
小
児
が
ん
の
検
査
項
目
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
国
の
動
向
を
注
視

す
る
と
と
も
に
幼
児
健
診
や
家
庭
訪

問
を
通
じ
て
所
見
が
見
つ
か
っ
た
場

合
に
は
、
医
療
機
関
へ
の
受
診
勧
奨

を
進
め
、
早
期
発
見
と
早
期
治
療
に

つ
な
が
る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。

問
Ａ
Ｙ
Ａ
（
思
春
期
・
若
年
成
人
）

世
代
の
が
ん
対
策
に
つ
い
て
答
若
年

層
の
罹
患
者
は
進
行
が
早
い
こ
と
か

ら
、
一
部
の
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は�

国
が
示
す
推
奨
年
齢
を
さ
ら
に
下
回

る
20
歳
か
ら
対
象
と
し
て
お
り
、
平

成
29
年
度
か
ら
は
県
民
保
健
予
防
財

団
と
の
共
同
事
業
と
し
て
検
診
を
活

用
し
た
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
、
が

ん
の
早
期
発
見
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

◆
東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の

運
営
状
況
に
つ
い
て

�

（
細
田
一
男
議
員
）

問
収
支
状
況
に
つ
い
て
答
平
成
30
年

度
の
収
支
計
画
で
は
純
損
失
を
８
億

３
，
１
０
０
万
円
と
見
込
ん
で
お
り

ま
す
が
、
上
半
期
の
実
績
で
は
約
６

億
４
，
７
０
０
万
円
の
純
損
失
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

問
県
へ
の
財
政
支
援
要
望
の
状
況
に

つ
い
て
答
追
加
財
政
支
援
の
現
在
の

状
況
で
す
が
、
病
院
の
経
営
状
況
や

設
立
団
体
の
財
政
状
況
を
説
明
す
る

た
め
、
こ
れ
ま
で
に
３
回
県
と
協
議

し
て
お
り
、
具
体
的
な
支
援
内
容
に

つ
い
て
は
、
今
後
県
か
ら
示
さ
れ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

産
業
振
興
行
政

◆
九
十
九
里
沖
洋
上
風
力
発
電
の
事

業
計
画
に
つ
い
て�（
髙
木
輝
一
議
員
）

問
事
業
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
お

よ
び
事
業
再
検
討
に
つ
い
て
答
一
般

的
に
は
、
一
定
し
た
風
力
を
継
続
的

に
得
ら
れ
る
こ
と
や
住
環
境
に
与
え

る
影
響
が
少
な
い
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
建

設
コ
ス
ト
が
大
き
く
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

が
大
変
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
現
時

点
に
お
い
て
事
業
計
画
は
あ
り
ま
せ

ん
。

◆
海
の
駅
九
十
九
里
の
会
計
処
理
に

つ
い
て�

（
髙
木
輝
一
議
員
）

問
前
指
定
管
理
者
の
会
計
処
理
な
ら

び
に
収
益
金
の
納
付
見
込
み
に
つ
い

て
答
平
成
28
年
度
ま
で
の
利
益
剰
余

金
の
う
ち
１
，
０
０
０
万
円
を
寄
付�

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
平
成
30
年�

４
月
ま
で
の
利
益
剰
余
金
に
つ
い
て�

は
決
算
が
確
定
し
た
後
、
そ
の
取
り�

扱
い
を
協
議
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お�

り
ま
す
。

◆
未
来
に
繋
げ
る
農
業
政
策
の
在
り

方
に
つ
い
て�
（
荒
木
か
す
み
議
員
）

問
農
地
中
間
管
理
機
構
の
現
状
に
つ

い
て
答
本
町
の
機
構
を
活
用
し
た
転

貸
実
績
は
、
平
成
28
年
度
が
２
・
８
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
平
成
29
年
度
が
13
・
８
ヘ

ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
お
り
、
年
々
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

問
土
地
改
良
政
策
（
豊
海
地
域
９
工

区
）
の
進
捗
に
つ
い
て
答
営
農
計
画

を
立
案
す
る
た
め
「
両
総
土
地
改
良

区
中
部
支
部
九
工
区
運
営
協
議
会
」

を
立
ち
上
げ
、
両
総
土
地
改
良
区
と

９
工
区
の
２
者
で
、
今
後
の
基
盤
整

備
に
向
け
た
協
議
を
行
っ
て
い
る
と

聞
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
進
捗
状
況

を
見
守
り
な
が
ら
町
と
し
て
必
要
な

支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
市
民
農
園
に
つ
い
て

�

（
荒
木
か
す
み
議
員
）

問
市
民
農
園
の
進
め
方
に
つ
い
て
答

豊
海
地
区
に
貸
出
型
農
園
の
開
園
を

予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
農
園
の

使
用
権
を
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

と
す
る
な
ど
幅
広
い
活
用
を
図
る
た

め
、
運
営
体
制
お
よ
び
設
備
な
ど
の

検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◆
防
災
対
策
に
つ
い
て

�

（
細
田
一
男
議
員
）

問
片
貝
漁
港
付
近
の
防
潮
堤
の
建
設

計
画
に
つ
い
て
答
平
成
30
年
３
月
に

住
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
が
合

意
が
得
ら
れ
ず
、
11
月
に
は
小
関
納

屋
地
区
住
民
が
県
に
事
業
計
画
の
見

直
し
状
況
の
説
明
を
求
め
、
県
と
の

意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
と
し
て
も
津
波
対
策
事
業
の
早
期

着
手
に
向
け
、
引
き
続
き
県
と
の
調

整
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
町
の
補
助
金
交
付
に
つ
い
て

�

（
細
田
一
男
議
員
）

問
商
工
会
に
交
付
し
て
い
る
補
助
金

の
妥
当
性
に
つ
い
て
答
町
の
補
助
金

は
公
益
性
が
高
い
事
業
や
町
が
掲
げ

る
施
策
な
ど
と
合
致
し
て
い
る
事
業

を
実
施
す
る
場
合
に
、
そ
の
活
動
を

支
援
す
る
た
め
交
付
し
て
お
り
ま
す
。�

地
域
に
お
け
る
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
を
支
援
す
る
機
関
で
あ
る
町

商
工
会
が
展
開
す
る
「
地
域
総
合
振

興
事
業
」
は
、
地
域
経
済
の
振
興
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
公

益
性
が
高
く
、
か
つ
、
町
の
施
策
と

合
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
補
助
金
を

交
付
し
て
お
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
行
政

◆「
災
害
対
策
」お
よ
び「
災
害
協
定
」

に
つ
い
て�

（
古
川
徹
議
員
）

問
津
波
対
策
（
防
潮
堤
）
の
設
置
状

況
に
つ
い
て
問
防
潮
堤
の
崩
れ
に
よ

る
景
観
へ
の
悪
影
響
や
不
安
に
つ
い

て
問
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
法
に
よ
る
全

て
の
防
潮
堤
の
設
置
に
つ
い
て
問
海

岸
へ
の
進
入
路
に
つ
い
て
問
ア
ン
ダ 

ー
パ
ス
の
津
波
防
護
工
法
に
つ
い
て

答
津
波
対
策
（
防
潮
堤
）
の
設
置
は
、

県
に
お
い
て
平
成
31
年
度
ま
で
の
完

成
に
向
け
て
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お�

り
ま
す
。
土
堤
の
崩
れ
な
ど
に
つ
い�

て
は
、
県
は
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
よ�

り
状
況
を
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
て

対
応
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。
防
潮
堤
の
設
置
工
法
に
つ
い
て

は
、
防
護
高
さ
の
確
保
を
最
優
先
し
、

土
堤
に
よ
る
堤
防
整
備
が
進
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
が
、
波
浪
な
ど
の
影
響�

を
受
け
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
海
側�

方
面
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
被
覆
工
が
計�

画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
緊
急
車
両
な

ど
の
海
側
へ
の
乗
越
し
に
つ
い
て
は
、

各
関
係
者
な
ど
に
確
認
を
行
い
、
車

両
の
乗
越
し
が
で
き
る
ス
ロ
ー
プ
構�

造
で
配
慮
す
る
計
画
と
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
の
防
護
工
法�

に
つ
い
て
は
、
不
動
堂
イ
ン
タ
ー
チ�

ェ
ン
ジ
の
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
は
、
ゲ
ー�

ト
に
よ
る
防
護
、
そ
の
他
の
ア
ン
ダ�

ー
パ
ス
に
つ
い
て
は
、
ア
ン
ダ
ー
パ�

ス
の
海
側
を
堤
防
で
囲
う
工
法
が
計

画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
町
と
し
て
は
、

さ
ら
な
る
事
業
促
進
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

問
漁
港
区
域
内
の
津
波
防
護
対
策
、

進
捗
状
況
に
つ
い
て
答
県
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
平
成
29
年
度
ま
で
に
作

田
川
左
岸
区
域
に
お
い
て
コ
ン
ク

リ
ー
ト
被
覆
堤
防
１
３
７
・
８
ｍ
を

整
備
し
、
平
成
30
年
度
は
２
８
８
・

９
ｍ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
被
覆
堤
防
の

工
事
に
着
手
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。
作
田
川
右
岸
の
漁
港
内
の
津
波

対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年

３
月
に
住
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
し

た
が
合
意
に
至
ら
ず
、
次
回
の
住
民

説
明
会
開
催
に
向
け
県
と
協
議
を
進

め
る
中
、
小
関
納
屋
地
区
住
民
か
ら

の
要
望
に
よ
り
、
11
月
に
県
と
の
意

見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

す
。
町
と
し
て
も
津
波
対
策
事
業
の

早
期
着
手
に
向
け
、
引
き
続
き
県
と

の
調
整
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問
津
波
避
難
道
路
の
縦
道
整
備
に
つ

い
て
答
平
成
27
年
３
月
に
策
定
し
た

町
津
波
避
難
計
画
で
は
、
避
難
対
象

地
域
外
ま
で
抜
け
ら
れ
る
道
路
を
基

本
と
し
、
避
難
時
に
適
し
た
道
路
と

し
て
町
内
の
７
路
線
を「
避
難
道
路
」

と
し
て
設
定
し
て
お
り
ま
す
。今
後
、

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
避
難
道

路
と
し
て
指
定
し
て
あ
り
ま
す
主
要

地
方
道
の
整
備
要
望
お
よ
び
既
存
町

道
の
舗
装
の
補
修
・
拡
幅
な
ど
に
つ

い
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問
一
時
避
難
所
の
築
山
設
置
に
つ
い

て
答
津
波
警
報
な
ど
が
発
表
さ
れ
た

場
合
、
迅
速
に
避
難
す
る
こ
と
を
原

則
と
し
て
お
り
、
逃
げ
遅
れ
た
場
合�

に
は
津
波
避
難
タ
ワ
ー
・
津
波
避
難�

ビ
ル
へ
一
時
的
に
避
難
す
る
こ
と
と�

し
て
お
り
ま
す
。
築
山
設
置
に
つ
い�

て
は
、
広
い
用
地
の
確
保
や
建
設
費�

用
の
他
、
平
常
時
の
利
活
用
方
法
な

ど
課
題
が
あ
る
た
め
、
検
討
し
て
ま�

い
り
ま
す
。

問
現
在
ま
で
に
町
が
締
結
し
て
い
る

災
害
協
定
に
つ
い
て
答
平
成
４
年
に

「
千
葉
県
広
域
消
防
相
互
応
援
協

定
」
を
初
め
て
締
結
し
、
現
在
、
物

資
供
給
な
ど
50
件
の
協
定
を
締
結
し

て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
災
害
時

に
有
効
な
協
定
の
締
結
に
係
る
取
り

組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
産
業
道
路
排
水
付
近
の
浸
水
被
害

対
策
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
答
平
成

29
年
度
よ
り
産
業
道
路
を
所
管
す
る

山
武
土
木
事
務
所
と
町
で
産
業
道
路

付
近
の
冠
水
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
た

対
策
案
の
検
討
を
始
め
た
と
こ
ろ
で

す
。冠
水
被
害
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

引
き
続
き
山
武
土
木
事
務
所
と
協
議

し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
次
期
ご
み
処
理
施
設
（
仮
称
）
の

事
業
計
画
に
つ
い
て

�

（
髙
木
輝
一
議
員
）

問
事
業
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
お

よ
び
事
業
再
検
討
に
つ
い
て
答
事
業

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
マ
テ
リ
ア
ル
リ

サ
イ
ク
ル
推
進
施
設
を
併
設
し
、
資

源
ご
み
な
ど
集
約
化
す
る
こ
と
で
効

率
的
な
再
資
源
化
の
推
進
が
可
能
と

な
る
こ
と
や
施
設
ま
で
の
距
離
が
近

く
な
る
た
め
、
収
集
運
搬
コ
ス
ト
の

削
減
が
期
待
で
き
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
は
、
初
期
費
用
が
か
か
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
事
業
再
検
討
に

つ
い
て
は
、
施
設
整
備
基
本
計
画
な

ら
び
に
基
本
設
計
の
策
定
に
あ
た

り
、
施
設
に
お
い
て
は
、
変
動
す
る

社
会
情
勢
な
ど
を
見
据
え
た
規
模
に

す
る
と
の
こ
と
で
す
。

◆
町
営
住
宅
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て�

（
髙
木
輝
一
議
員
）

問
町
営
住
宅
の
現
状
と
今
後
の
対
応

方
針
に
つ
い
て
答
昭
和
55
年
に
公
営

住
宅
法
に
基
づ
く
町
営
住
宅
を
２
団

地
20
戸
整
備
し
ま
し
た
が
、
平
成
28

年
度
の
火
災
に
よ
り
２
戸
を
用
途
廃
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止
し
、
平
成
30
年
10
月
末
現
在
で
は

18
戸
の
町
営
住
宅
に
17
世
帯
、
27
人

が
入
居
し
て
お
り
ま
す
。
建
設
後
38

年
が
経
過
し
て
お
り
経
年
以
上
に
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
今
後
の�

対
応
方
針
に
つ
い
て
は
、
建
物
の
耐�

用
年
限
が
残
り
７
年
と
な
る
こ
と
か

ら
、
現
在
の
管
理
や
応
募
状
況
、
県

内
の
公
営
住
宅
の
現
状
な
ど
を
分
析

し
、
建
て
替
え
、
家
賃
補
助
、
用
途

廃
止
な
ど
を
含
め
て
検
討
し
て
ま
い�

り
ま
す
。

◆
公
共
施
設
の
利
用
促
進
に
つ
い
て

�

（
荒
木
か
す
み
議
員
）

問
つ
く
も
学
遊
館
資
料
室
の
利
用
に

つ
い
て
答
真
亀
川
総
合
公
園
の
施
設

で
あ
る
資
料
館
は
生
涯
学
習
施
設
と

し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
資
料
館
東

側
の
多
目
的
室
は
、
毎
週
「
体
操
教

室
」
や
「
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
」
に
利

用
さ
れ
、他
に
も
「
ヨ
ガ
教
室
」
や
「
日

本
舞
踊
」
な
ど
頻
繁
に
利
用
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
資
料
館
西
側
の
旧
案
内

セ
ン
タ
ー
は
、毎
週「
パ
ソ
コ
ン
教
室
」

や
「
小
中
学
生
の
絵
画
教
室
」
に
利

用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
施
設
を
使
用

す
る
３
カ
月
前
か
ら
つ
く
も
学
遊
館

窓
口
に
て
申
請
を
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
。

問
レ
ス
ト
ラ
ン
棟
の
利
用
に
つ
い
て

答
こ
れ
ま
で
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通

じ
て
飲
食
店
と
し
て
の
事
業
者
を
募

集
し
、
レ
ス
ト
ラ
ン
以
外
で
の
民
間

活
用
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
現
時
点
に
お
い
て
も
利

用
事
業
者
が
決
定
し
て
い
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
本
施
設
は
、
都
市
公

園
内
に
位
置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

都
市
公
園
法
で
認
め
ら
れ
る
範
囲
内

で
の
活
用
方
法
を
、
引
き
続
き
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
作
田
川
架
橋
の
建
設
計
画
に
つ
い

て�

（
細
田
一
男
議
員
）

問
進
捗
状
況
に
つ
い
て
答
平
成
30
年

10
月
に
本
町
を
含
む
１
市
２
町
で
構

成
す
る
主
要
地
方
道
飯
岡
一
宮
線
バ

イ
パ
ス
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
を
通

じ
、
事
業
主
体
で
あ
る
県
に
早
期
着

手
お
よ
び
予
算
確
保
を
要
望
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
11
月
に
は
県
と
合
同
で

隣
接
す
る
地
権
者
を
個
別
訪
問
し
、

作
田
川
架
橋
の
建
設
計
画
の
説
明
を

行
い
、
計
画
に
つ
い
て
の
意
見
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
県

と
連
携
を
図
り
、
当
該
事
業
に
対
し

て
地
元
住
民
の
理
解
と
協
力
が
得
ら

れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
行
政

◆
学
校
施
設
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ

い
て�

（
谷
川
優
子
議
員
）

問
設
置
の
具
体
化
に
つ
い
て
答
平
成

31
年
３
月
ま
で
に
設
計
業
務
を
行
い
、�

９
月
ま
で
に
は
町
内
す
べ
て
の
小
中

学
校
の
普
通
教
室
と
特
別
支
援
教
室

に
空
調
機
を
整
備
す
る
予
定
で
お
り

ま
す
。

問
大
規
模
改
造
事
業
の
活
用
に
つ
い

て
答
大
規
模
改
造
事
業
を
行
う
際
に

活
用
す
る
交
付
金
は
、
従
来
の
「
学

校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
」
と
な
り

ま
す
が
、
平
成
30
年
度
に
限
り
利
用

可
能
と
さ
れ
る
「
ブ
ロ
ッ
ク
塀
・
冷

房
設
備
対
応
臨
時
特
例
交
付
金
」は
、

従
前
の
交
付
金
よ
り
も
財
政
措
置
が

有
利
で
あ
る
た
め
、
こ
ち
ら
の
活
用

を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

問
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
の
活
用

に
つ
い
て
答
財
政
的
に
大
変
有
利
な

「
補
正
予
算
債
」
の
活
用
が
国
か
ら

示
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
制

度
を
活
用
し
た
空
調
機
の
導
入
を
最

優
先
で
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
活
用
で
き
る
財
政
措
置
へ
の
対
応

に
つ
い
て
答
国
か
ら
「
ブ
ロ
ッ
ク
塀・

冷
房
設
備
対
応
臨
時
特
例
交
付
金
」

の
利
用
に
つ
い
て
平
成
30
年
10
月
に

調
査
が
あ
り
、
す
で
に
事
業
の
実
施

を
要
望
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
事
業

が
認
定
さ
れ
次
第
、
交
付
金
な
ど
の

申
請
手
続
き
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問
町
分
の
財
政
措
置
に
つ
い
て
答
国

庫
補
助
以
外
は
す
べ
て
地
方
債
と
な

り
、
詳
細
は
、
補
助
対
象
事
業
費
の

３
分
の
1
が
国
庫
補
助
、
残
り
の
３

分
の
２
が
「
補
正
予
算
債
」
と
な
り

ま
す
。

◆
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
つ
い
て

�

（
善
塔
道
代
議
員
）

問
小
中
学
校
の
洋
式
ト
イ
レ
設
置
に

つ
い
て
答
豊
海
小
学
校
は
校
舎
17
基
、�

体
育
館
２
基
、
片
貝
小
学
校
は
校
舎

４
基
、
体
育
館
３
基
、
九
十
九
里
小

学
校
は
校
舎
14
基
、
体
育
館
４
基
、

九
十
九
里
中
学
校
は
校
舎
27
基
、
体

育
館
７
基
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

◆
史
跡
・
文
化
財
の
保
全
お
よ
び
管

理
に
つ
い
て�

（
細
田
一
男
議
員
）

問
片
貝
漁
港
第
一
泊
地
付
近
に
あ
る

文
学
碑
や
三
角
点
の
管
理
お
よ
び
保

全
の
対
応
に
つ
い
て
答
竹
久
夢
二
詩

碑
、
真
忠
組
志
士
鎮
魂
碑
の
管
理
・

保
全
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
地
域
の�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
定
期
的
に

管
理
を
行
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
三

角
点
は
設
置
間
隔
約
40
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
１
等
三
角
点
と
な
っ
て
お
り
、

管
理
・
保
全
に
つ
い
て
は
国
土
地
理

院
が
行
っ
て
お
り
ま
す
。

補
正
予
算

◆
一
般
会
計（
第
４
号
）

　

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
４
億
４
，
４
１
８
万
８
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
58
億
７
，
１
４
２
万

９
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

歳
入
で
増
額
す
る
主
な
も
の
は
、

障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
等
負
担
金

（
訓
練
等
給
付
費
）１
，１
８
９
万
円
、

ブ
ロ
ッ
ク
塀
・
冷
房
設
備
対
応
臨
時
特

例
交
付
金
３
，
２
３
０
万
１
千
円
、
教

育
債
２
億
２
３
０
万
円
、
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
繰
入
金
１
４
７
万

４
千
円
、
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
入

金
９
２
０
万
６
千
円
、
平
成
29
年
度

繰
越
金
の
確
定
に
よ
る
繰
越
金
２
億

８
，
２
２
８
万
５
千
円
で
す
。

　

歳
出
で
増
額
す
る
主
な
も
の
は
、

自
立
支
援
給
付
事
業
に
係
る
訓
練
等

給
付
費
２
，
３
７
８
万
円
、
老
人
ホ�

ー
ム
施
設
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
設�

備
等
整
備
に
係
る
地
域
介
護
・
福
祉�

空
間
整
備
等
施
設
整
備
交
付
金
３
７

５
万
円
、
蛭
川
水
門
河
床
補
修
に
係

る
農
業
用
排
水
路
補
修
工
事
８
２
５

万
２
千
円
、
片
貝
小
学
校
の
ブ
ロ
ッ�

ク
塀
フ
ェ
ン
ス
改
修
工
事
１
，
５
４�

４
万
４
千
円
、
小
中
学
校
の
空
調
設

備
設
置
に
係
る
空
調
設
置
工
事
２
億

８
１
１
万
６
千
円
、
財
政
調
整
基
金

積
立
金
１
億
７
，
２
０
０
万
円
な
ど�

で
す
。

　

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
く
と
、

１
億
１
，
６
４
９
万
９
千
円
の
余
剰
が

生
じ
る
こ
と
か
ら
、
財
政
調
整
基
金
繰

入
金
を
減
額
し
ま
す
。

　

繰
越
明
許
費
に
つ
い
て
は
、
片
貝�

小
学
校
フ
ェ
ン
ス
改
修
工
事
に
係
る�

片
貝
小
学
校
施
設
管
理
費
１
，
６
４

８
万
２
千
円
、
蛭
川
水
門
河
床
コ
ン�

ク
リ
ー
ト
補
修
工
事
に
係
る
土
地
改

良
施
設
維
持
管
理
事
業
９
０
０
万
円

を
、
平
成
30
年
度
内
に
事
業
の
完
了

が
見
込
め
な
い
こ
と
か
ら
平
成
31
年

度
に
予
算
を
繰
り
越
し
ま
す
。

　

ま
た
、
か
た
か
い
こ
ど
も
園
が
平�

成
30
年
度
末
で
廃
園
と
な
り
、
早
期

に
除
却
工
事
に
着
手
す
る
た
め
債
務

負
担
行
為
を
設
定
し
ま
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計（
第
２
号
）

　

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
２
億
１
，
４
５
３
万
３
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
23
億
３
，
７
２

８
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。
平
成
29

年
度
事
業
の
精
算
と
高
額
療
養
費
増

加
に
よ
る
も
の
で
す
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計（
第
１
号
）

　

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
１
８
１
万
８
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
２
億
６
８
１
万
８
千
円
と
し�

ま
し
た
。
平
成
29
年
度
事
業
の
精
算�

に
よ
る
も
の
で
す
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計（
第
２
号
）

　

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
５
，
４
５
１
万
４
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
16
億
３
，
１
１
４
万�

１
千
円
と
し
ま
し
た
。
平
成
29
年
度

事
業
の
精
算
に
よ
る
も
の
で
す
。

普
通
救
命
講
習
会

と�

き　

２
月
17
日（
日
）午
前
９
時
～

正
午

と�

こ
ろ　

山
武
郡
市
広
域
行
政
組
合

消
防
本
部

対
象　

13
歳
以
上
の
方（
先
着
40
人
）

費
用　

無
料

内�

容　

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
心
肺
蘇

生
法
を
中
心
に
、
応
急
手
当
て
の

知
識
・
技
術
を
習
得

※�

当
日
は
、
運
動
の
し
や
す
い
服
装

で
、
筆
記
用
具
、
修
了
証
の
郵
送
用

封
筒（
宛
先
記
入
、
82
円
切
手
貼

付
）を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

申�

込
み　

２
月
14
日（
木
）ま
で
に
氏

名
、
住
所
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号

を
、
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
山
武
郡
市

広
域
行
政
組
合
消
防
本
部
へ

上
級
救
命
講
習
会

と�

き　

３
月
３
日（
日
）
午
前
９
時
～

午
後
５
時

と�

こ
ろ　

山
武
郡
市
広
域
行
政
組
合

消
防
本
部

対
象　

13
歳
以
上
の
方（
先
着
40
人
）

費
用　

無
料

内�

容　

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
心
肺
蘇

生
法
を
中
心
に
、
傷
病
者
の
管
理

方
法
、
異
物
除
去
法
、
搬
送
法
お
よ

び
固
定
法
な
ど
の
応
急
手
当
て
の

知
識
・
技
術
を
習
得

※�

当
日
は
、
運
動
の
し
や
す
い
服
装

で
、
筆
記
用
具
、
昼
食
、
修
了
証
の

郵
送
用
封
筒（
宛
先
記
入
、
82
円
切

手
貼
付
）を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

申�

込
み　

２
月
15
日（
金
）ま
で
に
氏

名
、
住
所
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号

を
、
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
山
武
郡
市

広
域
行
政
組
合
消
防
本
部
へ

問
い
合
わ
せ

　

山
武
郡
市
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部

　

☎
52-

８
７
５
２

　

55-

０
１
３
１

　

町
議
会
は
、
町
長
が
招
集
し
毎
年

３
月
、
６
月
、
９
月
、
12
月
に
開
か

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
定
期
的
に
開

く
会
議
を
「
定
例
会
」
と
い
い
ま
す
。

そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
「
臨
時
会
」

を
開
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◆
３
月
定
例
会

と�

き　

３
月
５
日
（
火
）
午
前
９
時

30
分
か
ら
開
会
予
定

と
こ
ろ　

役
場
３
階 

議
場

※�

請
願
、
陳
情
の
締
め
切
り
日
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

議
会
事
務
局

　

☎
70-

３
１
３
５

定
例
会
の
お
知
ら
せ

救
命

大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
、
応
急

手
当
て
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う

　

こ
の
試
験
は
、
地
震
や
津
波
、
武
力

攻
撃
な
ど
の
発
生
時
に
、
全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
を
用

い
て
緊
急
情
報
を
確
実
に
皆
さ
ん
に

伝
え
る
た
め
、
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ

ま
す
。

実
施
日　

２
月
20
日（
水
）

※
実
施
時
刻
は
午
前
11
時

放�

送
内
容　

上
り
チ
ャ
イ
ム
→「
こ

れ
は
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
」

×
３
回
→
下
り
チ
ャ
イ
ム

問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
交
通
防
災
係

　

☎
70-

３
１
０
７

第
４
回

全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験

施
実
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町
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ラ
ブ

に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
12
月
16

日
、
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
町
内

の
小
学
校
４
年
生
か
ら
６
年
生
の
児

童
26
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
児
童
た
ち
は
、
ジ
ュ
ニ

ア
リ
ー
ダ
ー
と
一
緒
に
ミ
ー
ト
ソ
ー

ス
ス
パ
ゲ
テ
ィ
や
シ
ュ
ー
ツ
リ
ー
を

作
り
、
昼
食
に
は
手
作
り
の
味
に
笑

み
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

午
後
は
、
チ
ー
ム
戦
で
ボ
ッ
チ
ャ

と
輪
投
げ
を
行
い
、
友
達
と
協
力
し

な
が
ら
優
勝
を
目
指
し
て
点
数
を
競

い
合
い
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
思
い
出
と

し
て
残
る
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

粟
生
岡
自
治
区
は
、
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業

と
し
て
実
施
し
て
い
る
一
般
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
、
お
祭

り
の
み
こ
し
を
整
備
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢

献
広
報
事
業
と
し
て
、
地
域
住
民
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
、強
化
を

図
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
社
会
の
健

全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

今
後
も
、
地
域
に
根
差
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化
が
期
待

さ
れ
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
の
伝

統
を
未
来
に
受
け
継
い
で
い
き
ま
す
。

平
成
31
年
の
新
春
を
飾
る
九
十
九

里
町
消
防
出
初
式
が
1
月
14
日
、
中

央
公
民
館
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
古
川
克
俊
団
長
か
ら「
消

防
団
は
、
火
災
は
も
と
よ
り
、さ
ま
ざ

ま
な
災
害
か
ら
町
民
の
生
命
・
財
産

を
守
り
、
地
域
に
安
全
・
安
心
を
も

た
ら
す
使
命
が
あ
り
ま
す
。
万
全
の

準
備
を
行
い
、
よ
り
一
層
精
進
さ
れ

る
こ
と
を
切
望
し
ま
す
」
と
訓
示
が

有
り
ま
し
た
。

■
消
防
功
労
者
表
彰（
敬
称
略
）

千
葉
県
知
事
功
労
章

　

篠
﨑　

広
治
（
第
６
分
団
副
分
団
長
）

　

山
田　

晃
義
（
第
５
分
団
副
分
団
長
）

　

阿
部
倉　

毅
（
第
３
分
団
副
分
団
長
）

　

田
中　

博
之
（
九
十
九
里
分
署
消
防
司
令
補
）

千
葉
県
知
事
精
勤
章

　

片
岡　

法
貴
（
第
２
分
団
副
分
団
長
）

　

黒
木　

幹
大
（
九
十
九
里
分
署
消
防
司
令
補
）

　

小
倉　

光
博
（
九
十
九
里
分
署
消
防
司
令
補
）

千
葉
県
防
災
危
機
管
理
部
長
章

　

石
　

和
哲
（
第
８
分
団
副
分
団
長
）

　

御
園
生　

勉（
３

－

２
部
長
）

　

原
田　

光
浩（
１

－

１
部
長
）

　

福
地　

秀
行（
１

－

２
部
長
）

　

松
本　

智
一（
４

－

１
部
長
）

　

齊
藤　

雅
之（
６

－

２
部
長
）

千
葉
県
消
防
協
会
長
功
労
章

　

岩
柳　

穂
高（
第
３
分
団
分
団
長
）

千
葉
県
消
防
協
会
長
精
勤
章

　

野
間　

朋
弘
（
第
２
分
団
分
団
長
）

　

櫻
井　

達
也
（
第
６
分
団
分
団
長
）

　

作
田　

卓
寛
（
第
１
分
団
分
団
長
）

　

古
川　

直
樹
（
第
４
分
団
副
分
団
長
）

千
葉
県
消
防
協
会
山
武
支
部
長
功
労
章

　

松
浦　

武
人（
２

－

１
部
長
）

　

林　

健
太
郎（
４

－

２
部
長
）

千
葉
県
消
防
協
会
山
武
支
部
長
精
勤
章

　

横
山　

照
秋
（
第
８
分
団
分
団
長
）

　

萩
𠩤　

祐
樹（
２

－

２
部
長
）

　

内
山　

直
記（
６

－

１
部
長
）　

九
十
九
里
町
長
・
九
十
九
里
町
消
防
団
長

団
員
功
労
章

　

古
関　

光
英（
１

－

２
班
長
）

　

古
川　

恭
平（
４

－

１
班
長
）

　

野
口　

貴
志（
５

－

２
班
長
）

　

鈴
木　

竜
也（
７

－

２
班
長
）

九
十
九
里
町
消
防
団
長
優
良
部
表
彰

　

第
２
分
団
第
１
部

　
（
小
関
納
屋
地
区
）

　

第
４
分
団
第
２
部

　
（
屋
形
・
中
新
田
・
水
神
山
・

�

新
堀
新
田
地
区
）

　

第
８
分
団
第
１
部

　

�（
中
里
・
下
モ
谷
・
法
久
・�

�
�

前
里
地
区
）

10
月
に
開
催
さ
れ
た
関
東
中
学
生

空
手
道
選
手
権
大
会（
14
日
）、
千
葉

県
選
抜
中
学
生
空
手
道
大
会（
28
日
）

に
お
い
て
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
た

九
十
九
里
中
学
校
の
選
手
た
ち
が
町

長
へ
結
果
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。

■
大
会
結
果
■（
敬
称
略
）

関�

東
大
会　

男
子
個
人
形
の
部 

第
３

位 

鈴
木
健
生
▼
女
子
個
人
形
の
部 

第
３
位 

古
河
蒼
波

千�

葉
県
大
会　

１
年
女
子
個
人
形
の
部 

優
勝 

今
井
凜
那
▼
１
年
女
子
個
人

形
の
部 

準
優
勝 

古
河
蒼
波
▼
１

年
男
子
個
人
形
の
部 

第
３
位 

髙

栁
公
暉

九
十
九
里
町
消
防
団
長
特
別
功
労
章

　

丸
山　

健
太（
第
７
分
団
部
長
）

　

谷
尾　

彰
則（
第
７
分
団
団
員
）

　

清
水　

正
之（
第
７
分
団
団
員
）

　

原
田　

顕
司（
第
７
分
団
班
長
）

　

鎗
田　

容
徳（
第
７
分
団
部
長
）

　

行
木　

洋
貴（
第
７
分
団
班
長
）

千
葉
県
知
事
功
労
章
感
謝
状（
内
助
功
労
）

　

篠
﨑　

裕
子

�

（
第
６
分
団
副
分
団
長
夫
人
）

　

山
田
有
美
子

�

（
第
５
分
団
副
分
団
長
夫
人
）

　

阿
部
倉
順
子

�

（
第
３
分
団
副
分
団
長
夫
人
）

初
期
消
火
協
力
者
感
謝
状

　

松
井
紙
器

１
月
１
日
、
片
貝
中
央
海
岸
に
お

い
て
元
旦
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
ま
だ
暗
い
う
ち
か
ら

町
の
特
産
品
で
あ
る
イ
ワ
シ
の
丸
干

し
や
団
子
汁
の
無
料
配
布
の
ほ
か
、

愛
宕
神
社
獅
子
舞
保
存
会
に
よ
る
獅

子
舞
や
九
十
九
里
黒
潮
太
鼓
に
よ
る

和
太
鼓
の
演
舞
、
朝
市
組
合
に
よ
る

元
旦
市
も
開
催
さ
れ
大
き
な
賑
わ
い

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

水
平
線
に
浮
か
ぶ
曇
の
切
れ
間
か

ら
ゆ
っ
く
り
と
昇
る
初
日
の
出
に
、

海
岸
を
埋
め
尽
く
し
た
来
場
客
は
、

新
た
な
る
年
の
幕
開
け
に
願
い
を

込
め
て
、
今
年
一
年
の
無
病
息
災
を

祈
っ
て
い
ま
し
た
。

地域住民相互の交流のため

笑顔があふれるクリスマス

みなぎる使命感

町長に飛躍を誓う（12月17日）

平成最後の元旦

地

大 メ

九

２

域
力
の
強
化

切
な
日
常
を
守
る 

決
意
を
あ
ら
た
に

リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス

十
九
里
か
ら
全
国
へ

０
１
９
の
幕
開
け

宝
く
じ
普
及
広
報
事
業

消
防
出
初
式

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
会

「
空
手
道
」
成
績
を
報
告

元
旦
祭



町ホームページバナー広告募集
町では、自主財源の確保と地域経済の活性化を
図るため、町ホームページにバナー広告を募集し
ています。ホームページをお持ちの事業所、営業
所の皆さん、ぜひこの機会にご利用ください。

■掲載場所　町ホームページトップページバナー広
告欄　■規格　縦60ピクセル×横120ピクセル、
GIFまたはJPEG形式(動画不可)　■費用　1枠1カ
月当たり10,000円　■その他　画像は広告主が作
成(修正を依頼する場合有り)

問い合わせ　総務課秘書広報係 ☎70 3122

金
年
民
国

母乳アドバイス

ちどりの里健康づくり教室 うえるかむ体操教室 はつらつシルバークラブフォローアップ教室

問い合わせ　健康福祉課高齢者福祉係 ☎70ｰ3184
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と　き　２月６日（水）
　　　　午前10時～ 11時30分
ところ　ちどりの里

と　き　２月19日（火）
　　　　午後1時30分～ 3時
ところ　保健福祉センター

と　き　２月14日（木）、28日（木）
　　　　午後2時～ 3時
ところ　つくも学遊館

社会福祉協議会では、ボラン
ティア活動に参加していただけ
る個人やグループを募集してい
ます。
また、ボランティア活動に興味
のある方に対して、総合的な相
談や案内をはじめ、さまざまな行
事への協力や研修会、ボランティ
ア同士の交流などを行なってい
ます。
ボランティア活動は、どんな世
代でも誰でも自分の興味や関心
によって、また時間の余裕や生活
環境に合わせて参加できる活動
です。
困っている人をちょっと手助

け！自分のできることからボラン
ティア活動の第一歩を踏み出し
てみませんか。

問い合わせ
　社会福祉協議会
　☎70-3163

◆不法投棄は犯罪です
不法投棄を行なったものは、5年以下の懲役も
しくは1,000 万円以下の罰金（法人の場合は、3
億円以下の罰金）が科せられる場合があります。
不法投棄とは、「ごみ排出のルールに従わずに、
空き地や河川などにごみを捨てること」をいい、
個人が空き缶やたばこの吸い殻、弁当殻などを捨
てた場合も不法投棄にあたります。
不法投棄は美しい自然景観を壊すだけでなく、
土壌や地下水、河川が汚染されることで環境に大
きな影響を与えます。
「不法投棄をしない！させない！許さない！」
皆さんの意識と協力で、私たちの生活環境を守り
ましょう。

◆生ごみから始めませんか、ごみの減量化
町では、ごみの減量化の推進を図るため、環境
浄化推進事業として、生ごみの減量化に役立つ
「コンポスト」や「家庭用生ごみ処理機」を購入さ
れた方に、予算の範囲内において補助金を交付し
ています。
詳しい内容や申請方法などは、まちづくり課環
境係までお問い合わせください。

�　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
方
法

を
口
座
振
替
に
す
る
と
、
金
融
機

関
な
ど
の
窓
口
ま
で
支
払
い
に
行

く
手
間
が
省
け
、
指
定
し
た
口
座

か
ら
引
き
落
と
し
さ
れ
る
た
め
納

め
忘
れ
も
な
く
な
り
と
て
も
便
利

で
す
。

　

ま
た
、
前
納
に
よ
る
割
引
制
度

も
あ
る
た
め
大
変
お
得
で
す
。

◆
納
付
方
法

・
翌
月
末
振
替
（
割
引
な
し
）

　

�

当
月
分
の
保
険
料
を
翌
月
末
に

納
付
し
ま
す
。

・�

当
月
末
振
替（
毎
月
50
円
割
引
）

　

�

当
月
分
の
保
険
料
を
毎
月
月
末

に
納
付
し
ま
す
。

・�

６
カ
月
前
納
（
１
，
１
１
０
円

割
引
）

　

�

４
月
か
ら
９
月
分
の
保
険
料
を

４
月
末
日
、
１０
月
か
ら
翌
年
３

月
分
の
保
険
料
を
１０
月
末
日
に

納
付
し
ま
す
。

・�

１
年
前
納
（
４
，
１
１
０
円
割

引
）

　

�

４
月
か
ら
翌
年
３
月
分
の
保
険

料
を
４
月
末
日
に
納
付
し
ま
す
。

・�

２
年
前
納
（
１
５
，
６
５
０
円

割
引
）

　

�

４
月
か
ら
翌
々
年
３
月
分
の
保

険
料
を
４
月
末
日
に
納
付
し
ま

す
。

※�

割
引
額
は
平
成
30
年
度
の
額
を

記
載
し
て
い
ま
す
。

◆
申
込
み

　

�
千
葉
年
金
事
務
所
、
口
座
の
あ

る
金
融
機
関（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
含

む
）、
町
住
民
課
国
保
年
金
係
に

備
え
付
け
の「
国
民
年
金
保
険

料
口
座
振
替
納
付（
変
更
）申
出

書
」に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
千

葉
年
金
事
務
所（
郵
送
可
）ま
た

は
金
融
機
関
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※�

申
し
込
み
か
ら
手
続
き
が
完
了

す
る
ま
で
に
１
～
２
カ
月
程
度

か
か
り
ま
す
。

・
必
要
な
も
の

　

�

納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
預

金
通
帳
、通
帳
の
届
け
出
印

問
い
合
わ
せ

　

�

千
葉
年
金
事
務
所

　

☎
０
４
３-

２
４
２-

６
３
２
０

①�高野豆腐は熱湯をかけて戻し、水にとって
冷ます。中から熱い汁が出るので注意しな
がら水気をしっかりしぼり、手で細かくほ
ぐす（ほぐれない場合は包丁で刻む）。長
ねぎは粗みじん切りにする。

②�ボウルに豚ひき肉を入れ、酒、しょうゆを加
えて、手で粘りが出るまでよく練り混ぜる。
次に卵を加えてよく混ぜ、長ねぎ、片栗粉
も加えて混ぜ、高野豆腐を加えて混ぜる。
冷蔵庫で30～ 40分休ませる。

③�小松菜は塩少々を加えた熱湯でゆで、水
気をしぼって３～４㎝長さに切る。

④�②を12等分して丸め、平たくして形を整
え、片栗粉を全体にまぶす。

⑤��フライパンに油大さじ４を熱して④を並べ入
れ、中火で焼き色がつくまで３～４分焼き、
返して２～３分焼く。油をあけ、さらに余分
な油をペーパータオルでふき取り、混ぜ合わ
せたＡをまわし入れて全体にからめる。

⑥��③を器に盛り、⑤を上に乗せる。

高野豆腐とひき肉のつくね
カルシウム豊富な高野豆腐をひき肉に
混ぜた、ふっくらおいしいつくねです。

ことばの発達と親子遊び
ママのお腹の中で聞く練習をしていた赤ちゃん。生まれてからは、
泣いたり手をなめたり、ご飯を食べたりと、すべての行動を通して言
葉の練習をしていきます。
言葉の発達には子どもの満足感や安心、共感などの土台となる部分
をしっかり育てることが重要です。そのために親子で一緒に遊びを楽
しむことをお勧めします。遊びは情緒の安定や気持ちの共感、声を出
す機会も増えるなど、言葉の発達にはとても重要です。成長に合わせ
てくすぐり遊びやゴロゴロ転がり遊び、追いかけっこなど、体をたく
さん使って遊びましょう。そして「楽しいね」「気持ちいいね」「びっく
りしたね」など、親が感じた気持ちを言葉にしてみましょう。また、「こ
れは〇〇」と名前を覚えさせるのではなく、「飛行機が飛んでいるね」
「きれいな音だね」など、子どもが見ている物や聞いている音に言葉を
乗せてあげることをお勧めします。
子どもと遊ぶときは、子どもの興味に合わせて親も一緒に楽しみま
しょう。お父さんやお母さんが楽しいと子どももたくさん笑い声が出
るでしょう。
� 問い合わせ　健康福祉課健康指導係 ☎70-3182

できることから
はじめよう！

問い合わせ　まちづくり課環境係 ☎70-3166

社会福祉協議会

ボランティア募集
口
座
か
ら
の
引
き
落
と
し
が
便
利
で
す
！

作り方

カルシウムたっぷり！
骨粗しょう症予防

⎧
⎨
⎩
A

材料（4人分）
高野豆腐 　�  ２枚
豚ひき肉（赤身） 　�  ３００ｇ
酒 　�  大さじ１
しょうゆ 　�  大さじ１
卵 　�  １コ
長ねぎ 　�  １／２本
片栗粉 　�  大さじ１
小松菜 　�  １把（約３００ｇ）
　　みりん 　�  大さじ３
　　しょうゆ 　�  大さじ２
　　水 　�  大さじ３
塩・片栗粉・サラダ油 　� 各適宜
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　大網白里特別支援学校
　『虹色コスモスフェア』
と�き　2月14日（木）前10時20分～
午後1時、15日（金）午前10時～午
後3時
と�ころ　アミリィ大網白里ショッピ
ングセンター
内�容　14日は中学部園芸班・手工
芸班、15日は高等部農耕班・木工
班・染工班が作業製品販売会を
開催
問�い合わせ　大網白里特別支援学
校 ☎70-5000（高橋、天神林まで）

　『経営者・管理職向け
　� 中村成博氏 講演会』
と�き　2月17日（日）午後3時～5時
ところ　蓬莱閣（東金市）
講�師　中村成博氏（Gentle代表取
締役）
定員　100人（先着順）
費用　無料
内�容　職場のモチベーションアッ
プセミナー
申込み　電話で下記へ
問い合わせ　東金法人会
　☎52-0022

　『朗読・ナレーション講座』
と�き　2月23日（土）午後1時～4時
ところ　山武郡市振興センター
定員　30人程度
費用　無料
内�容　元アナウンサー講師による
呼吸法、発声練習、文章の読み方
などの講座
申�込み　往復はがきに住所・氏名・
電話番号を記入し、2月13日（水）
必着で下記へ
問�い合わせ　山武郡市視聴覚教材
センター ☎54-0254
　〒283-8505 東金市東岩崎1-17

　高齢者肺炎球菌ワクチン（任意）�
　�『接種費用の助成は3月末まで』
　75歳以上の方を対象に実施して
いる高齢者肺炎球菌ワクチン接種

に係る費用の助成は、平成31年3
月末で終了します。
　接種に係る費用の助成は1人1回
のみです。接種を希望される方は、
下記へお問い合わせください。
問�い合わせ　健康福祉課健康指導
係 ☎70-3182

　『児童手当の支給』
　2月は、児童手当の支給月です。
　指定口座へ2月8日(金)に振り
込まれますので、ご確認をお願いし
ます。
問�い合わせ　社会福祉課子育て支
援係 ☎70-3359

　『福祉のしごとミニ就職フェア』
と�き　2月14日（木）午後2時～ 4
時30分
と�ころ　ペリエホールＡＢルーム
（千葉市中央区新千葉1-1-1）
費用　無料
内�容　求人のある社会福祉施設・
事業所の採用担当者との個別面
談や福祉の職場に関する相談な
どを行い、福祉・介護人材の確
保と就労をサポート
申込み　直接会場へ（履歴書不要）
問�い合わせ　千葉県福祉人材セン
ター ☎043-222-1294

　『看護職合同就職説明会』
と�き　2月21日（木）午後1時30分
～ 3時30分
※施設紹介は、午後2時～
ところ　城西国際大学看護学部
対�象　保健師、助産師、看護師、准
看護師の免許をお持ちの方
費用　無料
内�容　就職説明会（求人施設の概
要、働き方の相談）、技術講習会
（シミュレーターモデルを使用し
た採血・点滴法の技術確認）
申�込み　　2月8日（金）までに電
話で下記へ
問い合わせ　千葉県看護協会
　☎043-247-6371

　『大麻に関する誤った情報に注意』
　近年、インターネットを中心に、

大麻は「身体への影響がない」「依
存性がない」などの誤った情報が
流れ、若年層の大麻検挙者が増加
しています。
　大麻は脳に影響を与える違法な
薬物です。間違った情報に流され
ず、正しい知識を持ち、決して使
用してはいけません。
相�談機関　山武健康福祉センター
（山武保健所）、東金警察署、千葉
県精神保健福祉センター
問�い合わせ　千葉県薬務課
　☎043-223-2620

　『税理士による無料税務相談』
と�き　2月6日（水）、20日（水）、22
日（金）、3月6日（水）、20日（水）
午前10時～午後3時
ところ　東金商工会館3階
申込み　要予約、電話で下記へ
問�い合わせ　千葉県税理士会東金
支部 ☎50-6322

　海外観光ゲストへの
　『おもてなしスキル向上研修』
と�き　2月6日（水）、22日（金）、28
日（木）午後1時～4時
ところ　サンライズ九十九里
対象　観光・宿泊関連施設の従事者
定員　各回15人程度
費用　無料
内�容　2月6日・22日は英語、28日
は中国語を中心とした語学実践
講座、接客時に活用できるICT機
器の活用事例を紹介
申�込み　各回開催の3日前までに
ファクスかウェブより下記へ
問�い合わせ　研修運営事務局キャ
プラン 03-6778-5539
　 https://www.caplan.jp/42/

　『“働き方”が変わります』
　2019年4月1日から働き方改革関
連法が順次施行されます。
①時間外労働の上限規制を導入
　施行：2019年4月1日～
※中小企業は2020年4月1日～

②年次有給休暇の確実な取得が必要
　施行：2019年4月1日～
③�正規雇用労働者と非正規雇用労
働者の間の不合理な待遇差が禁
止されます
　施行：2020年4月1日～
※中小企業は2021年4月1日～
問�い合わせ　千葉働き方改革推進
支援センター ☎043-304-6133

　『山武郡市広域水道企業団
　� からのお知らせ』
　当企業団では、業務の効率化・経
費の削減を図るため水道料金徴収
業務を民間業者に委託しています
が、平成31年4月1日から委託業者
を「株式会社エコシティサービス」
から「シーデーシー情報システム株
式会社」に変更しますのでお知らせ
します。
問�い合わせ　山武郡市広域水道企
業団業務課 ☎55-7853

　『2月の移動交番車開設』
　各種相談や防犯指導などを実施。
真�亀川総合公園　4日（月）午後2
時～ 3時、22日（金）午後1時30
分～ 2時30分
海�の駅九十九里　6日（水）午後2
時～ 3時、19日（火）午前10時～
11時30分
ス�ーパーランドローム　8日（金）、
25日（月）午前10時～11時30分
ふ�るさと自然公園駐車場　12日（火）
午後1時30分～ 2時30分、18日
（月）午前10時～11時30分
問�い合わせ　東金警察署
　☎54-0110

　金融機関における
　『電話de詐欺 水際対策』
　千葉県警では、県内の金融機関に
対して、高額の現金を持ち帰る方や
高額の振り込みをする方が来店し
た際に、「電話ｄｅ詐欺」にだまされ
ていないか確認するため「現金の引
き出し理由や用途」などについて声

掛けをして、詐欺の疑いがある場合
には、110番通報もしくは最寄りの
警察署への連絡を依頼しています。
　詐欺被害を未然に防止するため、
金融機関における水際対策にご理
解とご協力をお願いします。
問い合わせ　東金警察署
　☎54-0110

　『非常勤職員 募集』
　坂田苑デイ・サービスセンター
の非常勤職員（介護員）を募集しま
す。
　詳しくは、下記までお問い合わ
せください。
問�い合わせ　坂田苑デイ・サービ
スセンター ☎0479-80-1718

　放送大学
　『2019年4月入学生 募集』
　放送大学は、10代から90代の幅
広い世代、約9万人の学生が、大学
を卒業したい、学びを楽しみたいな
ど、さまざまな目的で学んでいます。
　心理学・福祉・経済・歴史・文学・
情報・自然科学など、約300の幅広
い授業科目があり、1科目から学ぶ
ことができます。
出�願期限　第1回：2月28日（木）、
第2回：3月17日（日）

※�資料を無料で差し上げています
ので下記までご請求ください。
問�い合わせ　放送大学千葉学習セ
ンター ☎043-298-4367

　『航空アート展』
と�き　開催中～3月24日（日）
と�ころ　航空科学博物館 
費用　入館料のみ
内�容　イカロス出版とのコラボ企
画「ヒコーキ写真テクニック2018
夏号」フォトコンテストの受賞作
品を展示
問い合わせ　航空科学博物館
　☎0479-78-0557

　『橋本聖子氏 新春講演会』
と�き　2月2日（土）午前10時～
ところ　町中央公民館 
講�師　橋本聖子氏（JOC日本オリ
ンピック委員会副会長）
演�題　「脳と筋肉の関係、人生を
ゴールドにする」
費用　入場無料
申込み　不要、直接会場へ
問い合わせ　杉原
　☎080-3917-3939

　『金曜の夜ヨガ』追加開催
と�き　2月8日（金）、22日（金）、3
月8日（金）、29日（金）午後7時
～ 8時
と�ころ　つくも学遊館ふれあいル�
ーム
定員　25人（先着順）
費用　無料
持�ち物　動きやすい服装、飲み物、
ヨガマット（貸し出し可能）
申込み　直接もしくは電話で下記へ
問い合わせ　つくも学遊館
　☎70-3601
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ガイダンス（要予約）
　毎週金曜日　18時～
　毎週土曜日　14時～
　毎週日曜日　10時～
フラダンス教室
　毎週木・土曜日　 9時～
卓球サークル
　毎週木曜日　18時～
　毎週水曜日(初心者)　14時～
健康アップ体操教室
　2/8（金）、22日（金）　10時～
問い合わせ
　フィットネスつくも 
　☎70-3605

♥とようみこども園♥
　2/12（火）、26（火）10時～11時
♥かたかいこども園♥
　2/13（水）、27（水）10時～11時
♥東保育所♥
　2/12（火）、26（火）10時～11時
問い合わせ
　とようみこども園 ☎76-4615
　かたかいこども園 ☎76-2467
　東　保　育　所 ☎76-2468

(12月分)

2/5・12・19・26・3/5
問い合わせ
　つくも学遊館 ☎70-3601

つくも学遊館休館日

フィットネスつくも

保育園・こども園の開放

納期のお知らせ

町税の休日納税・相談窓口

2/4・11・18・25・3/4
※月曜のみ営業(浴場は利用休止中)
問い合わせ
　健康福祉課高齢者福祉係
　☎70-3184

2/4・12・18・25・3/4
～図書室新刊案内～

『昨日がなければ明日もない』
� 宮部みゆき
『鼠、恋路の闇を照らす』
� 赤川　次郎
『花折』
� 花村　萬月
問い合わせ
　中央公民舘 ☎76-4116

ちどりの里開館日

中央公民館休館日

2月28日(木)納期限
国民健康保険税（第8期）
後期高齢者医療保険料（第8期）
介護保険料（第8期）
給食費（2月分）

問い合わせ　
　税 務 課 徴 収 係 � ☎70-3143
　住民課国保年金係� ☎70-3236
　健康福祉課高齢者福祉係� ☎70-3184
　教育委員会事務局学校給食係� ☎76-2274

歌壇　　　� 町短歌同好会
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2月24日（日）
9時～16時(正午～13時を除く)
※納税は便利な口座振替をご利用ください。

ところ　税務課窓口
問い合わせ　
　税務課徴収係 ☎70-3143

ガス料金の口座振替

滞納処分実施状況

1月分　 2月7日(木)
2月分　 3月7日（木）
問い合わせ
　ガス課経理係 ☎76-6176

差 押 件 数33件
（預貯金、給与、不動産など）

日 月 火 水 木 金 土
☆1日（金）は講座「人形劇観賞」、25日（月）は講座「お店屋さんごっこ」です。※予約制
☆�18日（月）は、「いちごクラブ」のため支援センターは午後からのご利用（保健福祉センター）に
なります。

※�いちごクラブとは心理・身体的での発達に不安がある子どもへの対応に困難を感じていたり、集
団での活動（遊び）に不安を感じる親子を対象に行っている親子遊び中心の教室です（登録制）。

講座
人形劇観賞

（10時～11時）
子育て支援センター

休

おもちゃ図書館
つくも学遊館

休
子育て支援センター

わんぱくひろば
（13時～15時）
保健福祉センター 子育て支援センター

すくすくひろば
（9時30分～正午）
子育て支援センター

休

休
子育て支援センター

休
わんぱくひろば
（13時～15時）
保健福祉センター

身体測定
子育て支援センター 保健福祉センター

休

子育て支援センター

おもちゃ図書館
つくも学遊館 保健福祉センター

休
いちごクラブ
（10時～正午）
保健福祉センター 子育て支援センター

休

講座
お店屋さんごっこ
（11時～11時30分）
子育て支援センター

すくすくひろば
（9時30分～正午）
保健福祉センター

お誕生会
子育て支援センター

休
保健福祉センター

町の人口・世帯数
1月１日現在（前月比）
人口 １６，００７人 （－３６）
男 ７，９２８人 （－１７）
女 ８，０７９人 （－１９）
世帯数 ７，１１７世帯 （－３６）

受付　平日8時30分～15時
　(電話にて予約してください)
交�付日時　予約した日の直近の土曜
日の8時30分～正午
※�土曜日当日に申請受付はできませ
ん。詳しくは下記へ
問い合わせ
　住民課住民係 ☎70-3151

相談名 相談日 時　間 場　所 問い合わせ・申込み

心配ごと 27 10時～15時 保健福祉センター 社会福祉協議会
☎70-3163

弁 護 士 20 13時～16時 保健福祉センター 社会福祉協議会
☎70-3163要予約

何でも相談
（人権・行政） 12 10時～15時 保健福祉センター 社会福祉協議会

☎70-3163

教 育 毎週　
火・木・金 10時～15時 中 央 公 民 館 教育委員会事務局

☎70-3193電話相談可

健 康 5、26 13時～15時 保健福祉センター 健康福祉課
☎70-3182

乳 幼 児 21 13時～14時30分 保健福祉センター 健康福祉課
☎70-3182

消費生活 6、13、
27 9時 ～ 正午 役 場 応 接 室 産業振興課

☎70-3177

交通事故 ※次回は3月22日（金）です。 総務課
☎70-3107

業　務　名 実　施　日 時　間 備　考

腸内細菌検査 5、12、19、26 9時～11時 有　料

エイズ検査Ｂ型
Ｃ型肝炎検査 4、18 13時～14時 予約制

親と子の心の相談 13 14時～16時 予約制

心の健康相談
6、20 14時30分～16時30分 予約制
13、27 14時～16時 予約制

DV（ドメスティック
バイオレンス）相談

4、18、25 9時～17時 予約制
平日(専用☎54-2388) 9時～17時 電話相談

障害者差別相談 平日(専用☎54-3556) 9時～17時 電話相談

会場　山武健康福祉センター ☎54-0611

診療時間　9時～17時
　問い合わせ(テレホンガイダンス) ☎50-25312月21日(木)19時～20時

訪�問対象　町内にお住まいの5～10
人程度のグループ
申�込み　人数、場所、対話内容を取り
まとめ2月14日(木)までに下記へ
問い合わせ　
　総務課秘書広報係 ☎70-3122

2 /1（金）　定例教育委員会

　 5（火）　農業委員会総会

　11（月・祝）　�山武郡市民駅伝競走大会

　24（日）　町税の休日納税・相談窓口

　28（木）　農業委員会総会

氏　名 年齢  地　区

小　髙　保次郎 ９０ 須　　　原

内　山　茂　子 ８６ 西　野　丘

山　口　幸　枝 ７３ 粟 生 納 屋

三　角　か代子 ７７ 不動堂納屋

小　川　芳　美 ７７ 須　　　原

ご冥福をお祈りします。

届出時に配布している掲載確認で「希望しま
す」と返信をいただいた方を掲載しています。

土曜日に住民票の取得ができます

おくやみ

町長の現地訪問

町のカレンダー　(予定)

定例相談 

山武健康福祉センターだより 

休日当番医 子育て支援センター 開館時間　9時30分～15時30分

問い合わせ　子育て支援センター ☎080-5927-9976

（敬称略）

月　日 九十九里・東金・大網 山武・芝山・横芝光

2/3 高 橋 医 院
76-3101（ 九十九里 ）

鈴 木 医 院
0479-82-0126（ 横芝光 ）

2/10 とうがね中央糖尿病腎クリニック
54-2421（ 東金）

成 東 医 院
82-2235（ 山武 ）

2/11 ま さ き ク リ ニ ッ ク
78-6868（九十九里）

京 葉 内 科 ク リ ニ ッ ク
82-2400（ 山武 ）

2/17 ふるがき糖尿病循環器クリニック
70-0801（ 大網 ）

松 尾 ク リ ニ ッ ク
0479-86-6482（ 山武 ）

2/24 は に や 内 科
70-1500（ 大網 ）

よ し み 医 院
82-8676（ 山武 ）

3/3 橋 本 医 院
72-0134（ 大網 ）

鈴 木 医 院
89-1002（ 山武 ）

※当番医は変更になる場合があります。 ※専門以外のときは、診療できない場合があります。
※昼休み時間については、各医療機関にお問い合わせください。

夜間急病診療所 20時～23時・年中無休 ☎50ｰ2511
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H31年2月

2月号の表紙は成人式。二十歳という旅立ちを迎えた新成人の夢へと向かって自分の
足で歩き出す姿が印象的です。未来で戦う君たちへ。疲れた時は、ここに戻っておいで。

有料広告募集中
広報くじゅうくりでは、有料広告を募集しています。
宣伝 · 求人などに活用してみませんか？
1コマ 縦 40mm ×横85mm　10,000 円 / 月

※詳細はお問い合わせください。

防
災
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政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
へ
移
行

新
し
い
受
信
機
の 

設
置
は
お
済
み
で
す
か
？

平
成
31
年
２
月
15
日
で

ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了
し
ま
す

問い合わせ　総務課交通防災係　☎70-3107

広 告 欄

貸し出しについて  

■対象
　町に住民登録のある世帯（一世帯当たり１台）
※注意
・�同一家屋内で、住民登録上複数の世帯が、同居す
る場合は１台となります。

・�敷地内に家屋が２棟以上あって、それぞれで家
族が生活をしているが、住民登録上同一世帯で
ある場合は１台となります。

・�店舗や事務所、別荘などは、貸し出し対象外とな
ります。

■費用
　無料での貸し出し

申請手続きについて 

■申請場所
　役場 ２階 総務課（申請書は総務課窓口にて）
■とき
　月～金（祝日を除く）
　午前８時３０分～午後５時
■持ち物
・�印かん
・��アナログ式戸別受信機（アナログ式と交換の方
のみ）


